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第
一
節
　
問
題
の
所
在

　

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
以
下
『
釈
論
』（
の
成
立
に
関
す
る

研
究
に
対
し
て
、
武
則
天
（
六
二
四
〜
七
〇
五
（
在
位
六
九
〇
〜
七
〇
五
（（
と

の
関
係
を
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
知
見
を
呈
示
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
新
羅
華
厳
と
の

関
係
を
再
検
証
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
点
を
探
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年

『
釈
論
』
が
朝
鮮
成
立
と
支
持
さ
れ
て
き
た
見
解２

に
対
す
る
、
異
な
る
見
解
、
す

な
わ
ち
成
立
地
は
中
国
と
い
う
従
来
説
を
支
持
し
な
が
ら
、
作
者
に
つ
い
て
は
朝

鮮
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
を
呈
示
し
た
い
。

　

本
考
察
で
は
、
ま
ず
『
釈
論
』
の
序
（
以
下
、『
釈
論
』
序
（
の
内
容
を
見
て

い
く
。
そ
し
て
則
天
文
字
を
制
定
し
た
武
則
天
が
、
自
ら
の
事
績
等
を
記
録
し
た

「
昇
仙
太
子
碑
」
が
あ
り
、
そ
の
石
碑
に
記
さ
れ
る
尊
号
と
関
連
性
を
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
、『
釈
論
』
と
同
碑
と
の
関
係
を

結
び
つ
け
る
上
で
有
効
か
つ
華
厳
思
想
と
の
接
点
を
再
考
す
る
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
、
武
則
天
と
実
叉
難
陀
の
翻
訳
事
業
─
実
叉
難
陀
訳
『
華
厳
経
』
序
─
に

つ
い
て
も
概
観
し
な
が
ら
、
密
教
典
籍
や
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と
い
っ
た
資

料
と
も
比
較
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

第
二
節
　『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
序
の
概
要

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
『
釈
論
』
の
序
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
同
論
の
序
に
つ
い
て

は
既
に
偽
作
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る３

。
し
か
し
『
釈
論
』
序
に
は
成
立
に
つ
い
て

興
味
深
い
記
述
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
序
の
作
者
と
さ
れ
る
人
物
、
そ
し
て

『
大
乗
起
信
論
』（
以
下
『
起
信
論
』（
作
者
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
『
釈
論
』
作
者
と

さ
れ
る
龍
樹
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
括

弧
は
筆
者
加
筆
（。

釈
摩
訶
衍
論
序

 

天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製

蓋
し
聞
く
、
月
鏡
・
日
珠
は
、
爰
、
山
王
・
禅
宮
に
居
す
。
双
道
を
履
み
て
百
国

に
游
び
、
等
観
に
乗
じ
て
恒
刹
に
達
す
る
。
極
喜
の
珠
嵩
（
し
ゅ
え
い
（
に
挙

（
の
ぼ
（
り
、
寂
滅
の
霊
宮
を
窺
（
み
（
る
。
噵
聞
（
い
う
な
ら
（
く
、
在
昔
は

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
と
武
則
天

─
新
羅
華
厳
と
の
関
係
の
再
考
─１

関　
　
　

悠　

倫
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而
も
猶
お
そ
の
百
恒
の
区
を
覚
ら
ず
、
惘
想
（
ぼ
う
そ
う
（
惘
想
た
り
。（
中
略
（

朕
、
方
に
解
（
さ
と
（
り
ぬ
、
化
因
を
七
覚
の
宝
林
に
茂
ら
せ
、
蓮
種
を
八
徳
の

珠
池
に
植
え
た
り
と
い
う
こ
と
を
。
却
（
し
り
ぞ
（
い
て
往
居
を
歓
び
、
即
（
つ
（

い
て
は
来
後
を
急
（
す
み
や
（
か
に
す
。
加
之
（
し
か
の
み
な
ら
ず
（、
金
輪
東

方
せ
し
よ
り
自
来
（
こ
の
か
た
（、
威
門
の
区
に
応
ず
と
は
、
道
王
の
偈
に
先
冊

せ
り
。
珠
鏡
、
山
虚
よ
り
已
降
し
て
、
沙
界
の
面
に
至
れ
る
こ
と
は
摩
耶
の
文
に

会
つ
て
記
せ
り
。
未
来
八
万
に
し
て
輪
の
駕
東
に
及
び
、
過
去
五
百
に
し
て
覚
の

珠
南
に
至
る
を
以
て
な
り
。
其
の
数
た
る
や
、
観
音
に
眼
・
手
を
乞
う
の
暇
（
い

と
ま
（
に
中
（
あ
た
（
り
て
過
恒
の
教
門
を
矚
捜
（
し
ょ
く
そ
う
（
し
、
其
の
義

た
る
や
、
尸
迦
に
珠
網
を
借
る
の
恐
れ
に
中
り
て
塵
数
の
義
理
を
曜
羅
す
。
馬
鳴

聖
者
の
光
明
の
徳
、
時
に
具
さ
に
顕
わ
れ
、
龍
樹
大
士
の
妙
雲
の
瑞
、
方
に
円
か

に
啓
け
た
る
を
以
っ
て
な
り
。
洋
々
た
り
、
簫
々
た
り
。４

　

題
号
の
次
に
示
さ
れ
て
い
る
「
天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
は
、
皇
帝
の
威
厳
の

高
さ
を
表
現
し
た
尊
号
だ
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
の
「
天
冊
」
に
は
、
従
来
、

異
体
字
と
判
断
さ
れ
処
理
さ
れ
た
文
字
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
「

回
」
や

「

冊
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
望
月
信
享
は
「
天
回
鳳
威
の
天
字
を

に
作
る
が
如
き
、
明

ら
か
に
則
天
文
字
を
用
ひ
た
る
証
な
り
」５

と
判
断
し
て
い
る
。
林
田
光
禅
は
、

「

は
天
の
古
文
、
回
は
冊
な
り
、
故
に

回
は
天
子
の
位
な
り
」６

と
し
、
那
須

政
隆
は
「

は
天
の
古
字
。
回
は
冊
に
し
て
詔
勅
の
義
。
故
に
、
天
回
は
天
子
の

位
で
あ
る
」７

と
述
べ
、
柏
木
弘
雄
も
同
様
な
見
解
を
示
し
て
い
る８

。

　

こ
の
よ
う
に
望
月
説
で
は
、
則
天
文
字
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

文
字
が
武
則
天
の
事
績
や
施
策
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
採
用
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
は
詳
し
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
林
田
、
那
須
、
柏
木
説
で
は
、「

」

を
古
字
と
指
摘
す
る
が
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ツ
な
の
か
ま
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
「

＝
天
」
と
い
う
文
字
が
武
則
天
の

施
策
や
事
績
の
影
響
を
強
く
受
け
た
結
果
、
採
用
し
た
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。

　

引
用
文
の
続
き
を
見
る
と
、『
起
信
論
』
と
『
釈
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
馬
鳴

と
龍
樹
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、「
化
因
」
と
あ
る
よ
う
に
人
間
と
し
て
転
生
し

た
因
縁
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
馬
鳴
と
龍
樹
が
、「
七
覚
支
」

を
得
た
輪
香
長
者
と
い
う
男
性
と
「
珠
池
」
と
い
う
女
性
を
父
母
と
な
し
て
出
生

し
た
と
す
る
。
そ
の
続
き
に
は
、
転
輪
聖
王
が
即
位
す
る
時
、
金
輪
が
東
方
に
現

れ
て
四
天
下
を
降
伏
す
る
よ
う
に
金
輪
に
喩
え
ら
れ
る
龍
樹
菩
薩
が
出
現
し
て
天

下
に
大
乗
の
法
門
を
宣
布
し
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
道
王
で

あ
る
釈
迦
が
懸
記
と
し
て
記
さ
れ
て
い
と
述
べ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
半
に
は
、「
珠
鏡
」
と
説
く
「
日
珠
」
と
さ
れ
る
馬
鳴
と
「
月

鏡
」
と
さ
れ
る
龍
樹
の
二
人
が
、「
山
虚
」
と
示
す
「
須
弥
山
」
と
「
遊
虚
空
天

（
第
二
禅
天
（」
の
二
つ
の
場
所
を
指
示
す
る
場
所
か
ら
現
象
世
界
（
沙
界
（
に
下

生
（
已
降
（
し
た
こ
と
が
『
摩
訶
摩
耶
経
』
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
と
主
張
し

て
い
く
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
『
釈
論
』
本
文
中
に
示
さ
れ
な
い
情
報
で
あ
る
。
最
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終
的
に
は
、
馬
鳴
と
龍
樹
の
住
位
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
説
明
を

し
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
馬
鳴
聖
者
の
光
明
の
徳
」
と
「
龍
樹
大
士
の
妙
雲

の
瑞
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
文
に
あ
る
馬
鳴
が
大
光
明
仏
と
す
る
説
や
龍
樹
が

歓
喜
大
士
と
す
る
説
を
応
用
し
た
も
の
で
あ
る９

。

　

こ
の
よ
う
に
、
序
に
は
『
釈
論
』
本
文
の
説
を
略
述
し
た
情
報
や
、
本
文
に
は

示
さ
れ
な
い
説
が
確
認
で
き
る
。
確
か
に
序
は
偽
作
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、『
釈

論
』
の
成
立
事
情
を
考
察
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
興
味
深
い
。

以
降
に
も
『
釈
論
』
が
成
立
し
た
背
景
が
事
細
か
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
確
認
す

る
こ
と
に
し
た
い
（
括
弧
は
筆
者
加
筆
（。

朕
聞
く
、
其
の
梵
本
は
先
よ
り
中
天
竺
に
在
り
と
。
鮧
（
つ
か
い
（
を
遣
わ

し
て
奉
迎
し
て
近
く
東
界
に
至
す
。
弘
始
三
年
歳
次
星
紀
九
月
上
日
を
以

て
、
大
荘
厳
寺
に
於
い
て
親
（
み
ず
か
（
ら
筆
削
を
受
け
、
敬
て
斯
の
論
を

訳
す
。
直
ち
に
翻
訳
せ
し
人
は
筏
提
摩
多
三
蔵
、
俗
語
（
ぞ
く
ご
（
を
伝
え

る
の
人
は
劉
連
陀
等
、
執
筆
の
人
は
謝
賢
金
等
な
り
。
首
尾
二
年
に
し
て
方

に
繕
写
の
功
畢
わ
ん
ぬ
。（
中
略
（
両
曜
の
面
円
か
に
臨
み
、
群
星
の
目
具

さ
に
舒
（
ひ
ら
（
け
た
り
。
江
河
の
水
澄
浄
に
し
て
、
大
海
の
瀾
（
な
み
（

泰
然
た
り
。10

　

皇
帝
（
五
胡
十
六
国
の
一
、
後
秦
二
代
の
王
の
こ
と
か
（
が
『
釈
論
』
を
イ
ン

ド
か
ら
請
来
さ
せ
、
弘
始
三
年
（
四
〇
一
（
九
月
上
旬
に
大
荘
厳
寺
に
お
い
て
翻

訳
事
業
を
開
始
し
た
と
あ
る
。
皇
帝
み
ず
か
ら
校
正
作
業
に
加
わ
り
、
翻
訳
者
は

筏
提
摩
多
三
蔵
、
通
訳
者
は
劉
連
陀
等
、
執
筆
者
は
謝
賢
金
等
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
し
て
、
翻
訳
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
首
尾
二
年
、
よ
う
や
く
完
了
し
た
と

す
る
。『
釈
論
』
が
翻
訳
さ
れ
た
年
代
を
算
出
す
れ
ば
、
五
世
紀
初
め
に
は
で
き

た
こ
と
に
な
る11

。

　

後
に
触
れ
る
が
、『
釈
論
』
序
に
は
武
則
天
の
奨
励
し
た
文
字
（
則
天
文
字
（

と
の
関
係
の
他
に
、
彼
女
が
執
筆
し
た
『
華
厳
経
』
の
序
の
文
体
も
模
倣
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
五
世
紀
初
め
の
成
立
は
信
憑
性
が
低
い
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
な
か
則
天
文
字
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

第
三
節
　�

則
天
文
字
と
の
接
点�

─
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
則
天
文
字
に
つ
い
て
─

　

ま
ず
、
則
天
文
字
が
記
録
さ
れ
た
媒
体
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
が

「
昇
仙
太
子
碑
」
と
い
う
石
碑
で
あ
る
。
こ
の
碑
は
、
武
則
天
が
聖
暦
二
年

（
六
九
九
（
に
国
を
周
と
号
す
際
、
古
代
の
周
の
太
子
の
廟
を
修
復
し
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て
自
ら
撰
文
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
石
の
寸
法
は
、
四
二
六
㎝
×
一
六
〇
㎝
と
非
常
に
大
き
く
、
河
南
省
偃
師
市

の
仙
君
廟
に
現
存
し
て
お
り
保
存
状
態
も
よ
い12

。
先
に
要
点
を
述
べ
る
と
、
冒
頭

の
撰
述
者
す
な
わ
ち
武
則
天
の
尊
号
と
さ
れ
る「
大
周

冊
金
輪
𨲢𨲢
神
皇
帝
御
製
」

の
名
が
確
認
で
き
、『
釈
論
』
序
に
記
さ
れ
る
尊
号
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
こ
で
拓

本
に
見
え
る
尊
号
部
分
を
転
載
す
る
こ
と
に
し
た
い13

。
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や
は
り
「

（
天
（
冊
」
と
い
う
字
の
他
に
も
、「
天
冊
○
○
○
○
皇
帝
御
製
」

と
い
っ
た
表
記
が
『
釈
論
』
序
の
尊
号
と
似
て
い
る
。
そ
も
そ
も
則
天
文
字
を
制

定
し
た
武
則
天
は
、
則
天
武
后
と
し
て
知
ら
れ
、
中
国
史
上
唯
一
の
女
帝
で
あ

り
、
仏
教
を
擁
護
し
、
文
字
以
外
に
自
ら
を
弥
勒
菩
薩
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
称
す

る
た
め
に
、『
大
雲
経
疏
』14

を
製
作
さ
せ
、
各
地
に
『
大
雲
経
』
を
奉
安
す
る
大

雲
経
寺
を
建
立
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
仏
授
記
寺
の
沙
門
明
佺
に
勅

令
を
出
し
て
、『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』
を
撰
述
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
目
録
の
天

冊
万
歳
元
年
（
六
九
五
（
十
月
二
六
日
付
け
の
記
事
に
は
、
偽
経
の
選
別
・
異
端

視
さ
れ
た
三
階
教
の
監
視
・
道
教
関
係
の
経
文
の
締
め
出
し
を
目
的
と
す
る
と
あ

る15

。
し
た
が
っ
て
崇
仏
思
想
が
強
い16

。
ま
た
、
こ
の
「
天
冊
万
歳
元
年
」
の
「
天

冊
」
も
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

則
天
文
字
に
つ
い
て
見
る
と
、
こ
れ
は
公
共
で
使
用
さ
れ
た
期
間
が
極
め
て
短

く
、
現
代
に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き
な
い
。
次
期
皇
帝
と
し
て
即

位
し
た
中
宗
（
六
五
六
〜
七
一
〇
（
在
位
六
八
四
・
七
〇
五
〜
七
一
〇
（（
の
神
龍

元
年
（
七
〇
五
（
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
宗
の
治

世
で
あ
る
開
成
二
年
（
八
三
七
（
に
は
、
改
め
て
則
天
文
字
を
元
の
文
字
に
直
す

こ
と
を
命
じ
た
詔
書
が
頒
布
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共
で
の
使
用
は
廃
止
さ

れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
周
辺
の
漢
字
文
化
圏
で
は
特
定
の
文
字
の
み
が
使
用
さ
れ
続

け
た17

。

　

則
天
文
字
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
何
文
字
あ
る
の
か
は
よ
く
分
か
っ
て
お
ら

ず18

、
一
二
・
一
六
・
一
七
、
あ
る
い
は
一
八
・
一
九
・
二
一
個
と
す
る
諸
説
が
あ
る
よ

う
で
一
定
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
文
字
を
あ
わ
せ
る
と
三
〇
字
前
後

に
な
る
と
さ
れ
る19

。
こ
れ
は
、
書
写
し
た
文
字
の
異
体
字
が
後
代
に
お
い
て
再
構

成
さ
れ
た
際
、
新
た
な
文
字
と
し
て
認
識
さ
れ
、
加
増
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
一
七
個
（
照
＝
曌
・
天
＝

・
地
＝
埊
・
日
＝
○乙
・
月
＝
囝
・
星

＝
○
・
君
＝
𠺞𠺞
・
臣
＝
𢘑𢘑
・
載
＝
𡕀𡕀
・
初
＝
𡔈𡔈
・
年
＝
𠦚𠦚
・
正
＝
𠙺𠙺
・
授
＝
𥢓𥢓
・

證
＝
𨭻𨭻
・
聖
＝
𨲢𨲢
・
國
＝
圀
・
人
＝
𤯔𤯔
（
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る20

。

　

い
つ
頃
よ
り
こ
れ
ら
の
文
字
が
登
場
し
た
か
に
つ
い
て
は
、『
資
治
通
鑑
』
に

確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
武
則
天
の
臣
下
が
提
出
し
た
則
天
文
字
の
候
補
を
記
録
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
簡
略
に
述
べ
る
と
、
武
則
天
が
、
永
昌
元
年
一
一

月
を
載
初
元
年
（
六
八
九
（
と
改
元
し
、
周
と
い
う
国
の
国
家
形
成
に
向
け
て

着
々
と
手
続
き
を
お
こ
な
っ
て
い
く
様
子
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
武
則

天
の
従
父
姉
の
子
で
あ
る
宗
秦
客
が
新
字
一
二
種
、「
曌
＝
照
・
天
＝

・
地
＝

埊
・
日
＝
○乙
・
月
＝
囝
・
星
＝
○
・
君
＝
𠺞𠺞
・
臣
＝
𢘑𢘑
・
載
＝
𡕀𡕀
・
初
＝
𡔈𡔈
・
年

＝
𠦚𠦚
・
正
＝
𠙺𠙺
」21

を
草
案
と
し
て
献
じ
た
と
す
る
内
容
を
確
認
で
き
、
当
初
、
則

天
文
字
は
一
七
文
字
で
は
な
か
っ
た
と
分
か
る
。
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こ
れ
に
つ
い
て
蔵
中
進
は
、
則
天
文
字
が
親
戚
の
臣
下
の
進
言
に
よ
り
最
初

一
二
文
字
あ
っ
た
の
だ
が
、
次
第
に
加
増
改
変
さ
れ
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い

る
。
そ
し
て
文
字
自
体
が
武
則
天
の
単
な
る
思
い
つ
き
で
制
定
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
一
字
一
字
に
君
主
と
臣
下
の
主
従
関
係
を
強
調
す
る
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
使
用
す
る
人
物
の
権
威
を
鼓
舞
さ
せ
る
意
図
が
窺
え
る
と
述
べ
て
い
る22

。

　

こ
の
他
に
も
蔵
中
は
、
則
天
文
字
の
中
で
も
、「
曌
」
は
武
則
天
自
身
の
諱
字

で
あ
り
、
自
己
の
署
名
に
用
い
て
他
の
使
用
を
許
さ
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
実

際
の
使
用
例
が
限
ら
れ
た
も
の
し
か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る23

。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
事
例
と
し
て
「
華
」
と
い
う
文
字
の
使
用
禁
止
が
あ
る
。
こ

れ
は
本
来
「
華
」
と
表
記
し
て
い
た
も
の
を
武
則
天
が
自
ら
の
祖
父
の
諱
で
あ
る

「
華
」
を
避
け
て
「
花
」
と
表
記
さ
せ
た
も
の
で
あ
る24

。
こ
の
こ
と
は
、
則
天
文

字
と
同
様
に
武
周
時
代
の
漢
字
の
使
用
例
を
考
慮
す
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
、

『
釈
論
』
に
も
「
華
厳
経
」
の
表
記
に
つ
い
て
「
華
厳
」
と
「
花
厳
」
の
二
種
が

混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
そ
う
な
る
と
『
釈
論
』
序

は
「
昇
仙
太
子
碑
」
の
碑
文
の
尊
号
に
基
づ
き
同
論
の
序
を
製
作
し
た
の
か
が
問

題
と
な
る25

。
そ
こ
で
則
天
文
字
と
『
釈
論
』
を
結
び
つ
け
る
典
籍
の
記
事
が
あ
る

の
で
確
認
し
た
い
。
そ
れ
は
武
則
天
と
実
叉
難
陀
と
の
翻
訳
事
業
と
武
則
天
自
身

が
執
筆
し
た
『
華
厳
経
』
の
序
に
見
出
せ
る
。
ま
ず
は
『
釈
論
』
と
の
接
点
を
実

叉
難
陀
と
武
則
天
の
事
績
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

第
四
節
　�

実
叉
難
陀
訳『
大
方
広
仏
花
厳
経
』と『
釈
摩
訶
衍
論
』

の
関
係 

─
序
の
記
述
と『
花
厳
経
』の
使
用
例
を
中
心
に
─

第
一
項
　『
大
方
広
仏
花
厳
経
』序
と『
釈
摩
訶
衍
論
』序
の
記
述
比
較

　

本
考
察
に
つ
い
て
森
田
竜
僊
の
先
行
す
る
指
摘
が
あ
り
、
森
田
は
『
釈
論
』
の

序
と
『
華
厳
経
』
の
序
と
の
文
体
が
類
似
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る26

。
た
だ

し
、
武
則
天
や
則
天
文
字
、
そ
し
て
実
叉
難
陀
や
後
述
す
る
菩
提
流
志
と
の
関
係

に
ま
で
は
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
先
ず
実
叉
難
陀
（
六
五
二
〜
七
一
〇
（
の
事
績
と
武
則
天
の
関
係
を

概
観
し
た
い
。
実
叉
難
陀
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
最
も
信
頼
で
き
る
資
料
と
し
て

実
叉
難
陀
と
同
時
代
に
活
躍
し
、
彼
の
訳
場
に
も
参
画
し
て
い
た
法
蔵
（
六
四
三

〜
七
一
二
（27

の
『
華
厳
経
伝
記
』「
大
周
神
都
仏
授
記
寺
沙
門
実
叉
難
陀
」28

が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実
叉
難
陀
、
唐
に
は
喜
学
と
云
い
、
于
闐
国
の
人

と
あ
る
。
武
則
天
の
証
聖
元
年
（
六
九
五
（
に
『
華
厳
経
』
の
梵
本
と
訳
者
を
求

め
る
要
請
に
応
え
て
洛
陽
に
入
り
、
大
内
遍
空
寺
に
お
い
て
南
印
度
沙
門
菩
提
流

志
と
義
浄
と
と
も
に
翻
訳
の
事
業
を
行
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
聖
暦
二
年

（
六
九
九
（
に
仏
授
記
寺
に
お
い
て
完
成
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
訳
出
さ
れ
た
『
華
厳
経
』
は
新
訳
『
八
十
華
厳
経
』
と
し
て
知
ら
れ
る
。

こ
こ
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
、
実
叉
難
陀
が
訳
出
し
た
折
の
『
華
厳
経
』
は

「
華
」
の
文
字
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
た
め
「
花
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
点
で
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あ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
方
広
仏
花
厳
経
』（
以
下
『
八
十
花
厳
』（
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
こ
の
『
八
十
花
厳
』
の
序
を
武
則
天
が
執
筆
し
て
い
る
。
本
経
の
序
に

は
「
昇
仙
太
子
碑
」
と
同
様
に
武
則
天
の
尊
号
と
さ
れ
る
「
天
冊
金
輪
聖
神
皇

帝
」29

が
確
認
で
き
る
。「
昇
仙
太
子
碑
」
が
六
九
九
年
に
建
碑
さ
れ
て
い
る
点
を

勘
案
す
る
と
、
こ
の
「
天
」
の
字
も
本
来
、「

」
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
検
討
で
参
照
し
た
蔵
中
進
の
研
究
に
負
う
点

が
あ
る30

。

　

そ
し
て
『
八
十
花
厳
』
と
則
天
文
字
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
指
摘

が
、
小
島
岱
山
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
山
西
省
の
奉
聖
寺
で
『
八
十
花

厳
』
の
漢
訳
が
刻
ま
れ
た
石
幢
を
発
見
し
、
そ
の
石
幢
の
成
立
が
漢
訳
さ
れ
た

六
九
九
年
に
造
ら
れ
た
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
八
十
花
厳
』
を
翻
訳
、
校

正
等
に
携
わ
っ
た
人
々
を
記
録
し
た
題
記
の
中
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る31

。

　

本
項
の
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、『
釈
論
』
序
は
『
八
十
花
厳
』
序
の
論
調
や

文
体
を
模
倣
し
な
が
ら
、
皇
帝
が
典
籍
の
存
在
を
知
り
得
た
と
す
る
文
の
構
成
内

容
と
一
致
し
、
加
え
て
同
経
を
取
り
巻
く
環
境
の
解
説
法
を
模
倣
し
て
お
り
、
典

籍
自
体
の
内
容
の
概
説
と
称
賛
に
つ
い
て
の
讃
歎
文
ま
で
も
文
の
一
部
を
改
変
し

な
が
ら
援
用
し
て
い
る
。
そ
の
一
一
の
内
容
が
用
語
の
類
似
に
留
ま
ら
ず
、
長
文

に
わ
た
る
ま
で
広
範
囲
な
点
か
ら
も
深
い
結
び
付
き
が
あ
る
。
そ
の
点
に
注
目
し

つ
つ
具
体
的
に
関
連
す
る
箇
所
を
あ
げ
て
比
較
し
て
い
く
（
比
較
す
る
た
め
関
係

箇
所
に
番
号
と
傍
線
を
付
す
（。

　

○
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』32

大
方
広
仏
華
厳
経
者
。
①
斯
乃
諸
仏
之
密
蔵
。
如
来
之
性
海
。
②
視
之
者
莫

識
其
指
帰
。
挹
之
者
罕
測
其
涯
際
。
有
学
・
無
学
志
絶
窺
覦
。
二
乗
・
三
乗

寧
希
聴
受
。
最
勝
種
智
。
荘
厳
之
迹
既
隆
。
普
賢
・
文
殊
・
願
行
之
因
斯

満
。（
中
略
（
③
朕
聞
其
梵
本
。
先
在
于
闐
国
中
。
遣
使
奉
迎
。
近
方
至
此
。

既
覩
百
千
之
妙
頌
。
乃
披
十
萬
之
正
文
。
粵
以
證
聖
元
年
。
歳
次
乙
未
。
月

旅
沽
洗
。
朔
惟
戊
申
。
以
其
十
四
日
辛
酉
。
④
於
大
遍
空
寺
。
親
受
筆
削
。

敬
訳
斯
経
。
遂
得
甘
露
流
津
。
預
夢
庚
申
之
夕
。
膏
雨
洒
潤
。
後
覃
壬
戌
之

辰
。
式
開
実
相
之
門
。
還
符
一
味
之
沢
。
以
聖
暦
二
年
。
歳
次
巳
亥
。
十
月

壬
午
朔
。
八
日
巳
丑
。
繕
写
畢
功
。
添
性
海
之
波
瀾
。
廓
法
界
之
疆
域
。
大

乗
頓
教
。
普
被
於
無
窮
。
方
広
真
筌
。
遐
該
於
有
識
。
豈
謂
後
五
百
歳
。
忽

奉
金
口
之
言
。
娑
婆
境
中
。
俄
啓
珠
函
之
秘
。
所
冀
闡
揚
沙
界
。
宣
暢
塵

區
。
並
両
曜
而
長
懸
。
弥
十
方
而
永
布
。
一
窺
宝
偈
。
慶
溢
心
霊
。
三
復
幽

宗
。
喜
盈
身
意
。
雖
則
無
説
無
示
。
理
符
不
二
之
門
。
然
因
言
顕
言
。
方
闡

大
千
之
義
。
⑤
輒
申
鄙
作
。
爰
題
序
云
。

　

○
『
釈
摩
訶
衍
論
』33

釈
摩
訶
衍
論
者
。
①
斯
乃
窮
性
海
之
源
密
蔵
。
罄
行
因
之
本
淵
詞
。
以
淪
星

而
過
乎
月
珠
。
②
君
子
莫
識
其
旨
帰
。
以
錦
華
而
達
于
日
域
。
和
疇
莫
測
其
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涯
際
。
可
謂
一
山
界
中
在
兩
日
月
。
一
天
下
中
在
両
皇
帝
。
③
朕
聞
其
梵

本
。
先
在
于
中
天
竺
。
遣
䮊
奉
迎
。
近
至
東
界
。
以
弘
始
三
年
。
歲
次
星
紀

九
月
上
旬
。
④
於
大
荘
厳
寺
。
親
受
筆
削
。
敬
訳
斯
論
。
直
翻
訳
人
筏
提
摩

多
三
蔵
。
伝
俗
語
人
劉
連
陀
等
。
執
筆
之
人
謝
賢
金
等
。
首
尾
二
年
方
繕
写

畢
功
。
両
曜
之
面
円
臨
。
群
星
之
目
具
舒
。
江
河
之
水
澄
浄
。
大
海
之
瀾
泰

然
。
朕
未
及
詳
。
出
金
輪
於
坤
之
上
。
入
妙
高
於
掌
之
内
。
細
哉
喜
門
周
于

法
界
。
大
哉
静
室
入
于
毫
端
。
厥
若
斯
理
。
絶
称
乎
爰
翰
牘
。
離
像
乎
爰
彩

畫
。
語
則
浄
名
朕
呵
。
談
則
善
吉
朕
吐
。
然
而
噵
言
。
住
絶
理
于
諷
誦
。
止

爽
詞
于
黙
然
。
破
其
台
観
莫
弘
大
虚
。
滅
其
鏡
玉
勿
釈
像
跡
。
朕
将
無
以
于

濫
月
文
請
。
于
龜
免
翰
借
。
⑤
輒
申
鄙
製
。
爰
題
序
云
。

　

①
は
、
教
説
の
奥
深
さ
を
「
密
蔵
」
や
「
性
海
」
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現
し
た

も
の
で
あ
る
。
②
は
、『
八
十
花
厳
』
の
方
で
は
「
視
之
者
莫
識
其
指
帰
。
挹
之

者
罕
測
其
涯
際
」
と
あ
り
、
先
を
見
通
す
者
で
も
そ
の
深
淵
な
教
え
を
測
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
す
る
意
味
で
あ
る
。
一
方
、『
釈
論
』
の
方
で
は
「
君
子
莫
識

其
旨
帰
。（
中
略
（
和
疇
莫
測
其
涯
際
」
と
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
高
徳
な
者
で

あ
っ
て
も
、
仏
法
の
帰
趨
を
理
解
で
き
ず
、
算
術
（
和
疇
（
に
長
け
た
者
で
あ
っ

て
も
そ
の
甚
深
な
る
教
え
を
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
す
る
意
味
で
あ
る
。
若

干
相
違
す
る
字
句
も
あ
る
の
だ
が
似
通
っ
て
い
る
。

　

③
は
、
皇
帝
が
外
国
に
探
し
求
め
た
梵
本
典
籍
が
あ
り
、
使
者
を
遣
わ
し
て
奉

迎
し
て
近
時
迎
え
入
れ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
④
は
、
寺
院
に
お
い
て
皇
帝
み

ず
か
ら
が
筆
削
を
担
当
し
、
翻
訳
事
業
に
着
手
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
最
後

に
、
⑤
は
、
こ
れ
も
双
方
と
も
、
意
味
を
優
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
そ
れ
に
よ
っ

て
（
鄙
製
（
文
章
を
書
い
て
序
と
題
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
主
旨
で
あ
る
。

　

一
般
的
に
序
文
の
体
裁
は
あ
る
程
度
表
現
が
定
型
化
し
て
お
り
類
似
す
る
点
が

多
少
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
『
釈
論
』
と
『
八
十
花
厳
』
と
の
接
点

は
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
典
籍
の
序
文
に
つ
い
て
管
見
の
限
り
調

べ
て
も
類
似
す
る
典
籍
は
確
認
で
き
ず34

、
本
経
と
の
特
別
な
関
係
が
認
め
ら
れ

る
。
実
際
に
双
方
を
比
較
し
て
見
る
と
、
や
は
り
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
『
八
十

花
厳
』
の
序
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
論
調
を
模
倣
し
た
上
で
、
同
論

の
序
の
作
者
さ
れ
る
「
天
冊
鳳
威
姚
興
皇
帝
製
」
と
仮
託
し
、
五
世
紀
に
『
釈

論
』
本
文
が
翻
訳
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
次
項
で
は
さ

ら
に
『
釈
論
』
本
文
の
内
容
に
も
関
連
す
る
記
事
を
紹
介
す
る
こ
と
で
こ
の
こ
と

を
補
足
し
た
い
。

第
二
項
　�『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
登
場
す
る
二
種
の
『
花
厳
経
』
が
説

か
れ
た
背
景

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
釈
論
』
に
は
『
華
厳
経
』
と
す
る
表
記
が
一
箇
所
、

『
分
流
花
厳
経
』
と
『
大
本
花
厳
経
』
と
す
る
『
花
厳
経
』
の
表
記
が
二
箇
所
存

在
す
る35

。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
武
則
天
の
時
代
に
お
い
て
は
「
華
」
の
表
記
は

「
花
」
と
改
め
て
お
り
、
さ
ら
に
後
に
考
察
す
る
、
長
寿
二
年
（
六
九
三
（
に
同

じ
く
『
八
十
花
厳
』
訳
場
に
参
画
し
て
い
た
菩
提
流
志
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
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『
宝
雨
経
』
に
も
確
認
で
き
る36

。

　

こ
こ
で
は
二
種
の
『
花
厳
経
』
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
登
場
さ
せ
た
の
か
を
考

え
た
い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
指
摘
が
柏
木
弘
雄
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
。
柏
木
は

「
大
本
」
と
「
分
流
」
と
表
記
し
た
由
縁
に
つ
い
て
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
い
る
。

柏
木
説
で
は
、『
釈
論
』
の
造
論
者
が
法
蔵
の
『
華
厳
経
探
玄
記
』
に
説
か
れ
る

『
華
厳
経
』
成
立
に
関
す
る
六
種
（
恒
本
・
大
本
・
上
本
・
中
本
・
下
本
・
略
本
（

の
本
の
伝
承
と
、
龍
樹
が
竜
宮
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
す
る
伝
説
を
取
り
入
れ
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る37

。

　

筆
者
は
、『
釈
論
』
中
に
お
い
て
造
論
者
さ
れ
る
龍
樹
が
竜
宮
に
入
り
、『
釈
摩

訶
衍
論
』
を
製
作
し
た
と
す
る
説
や
、『
大
本
花
厳
経
』
に
説
か
れ
る
不
二
摩
訶

衍
法
が
三
千
大
千
世
界
の
教
主
で
あ
る
毘
盧
遮
那
仏
を
凌
駕
し
て
い
る
と
す
る
説

か
ら
も
、
同
法
が
諸
仏
の
根
源
と
し
て
普
遍
的
に
法
輪
を
転
じ
て
い
る
と
理
解
す

る
。
し
た
が
っ
て
「
大
本
」
と
は
「
恒
本
」
の
立
場
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
、

柏
木
説
を
支
持
し
た
い
。

　

で
は
、「
分
流
」
は
ど
の
よ
う
な
『
花
厳
経
』
を
想
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
那
須
政
隆
は
、
東
晋
の
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
六
十
華
厳

経
』
や
唐
の
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
経
』
を
指
す
と
指
摘
し
て
い
る38

。
筆
者

は
、『
釈
論
』
序
の
作
者
が
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
花
厳
』
序
を
参
照
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
た
め
、『
分
流
花
厳
経
』
と
は
実
叉
難
陀
訳
の
『
八
十
花
厳
』

を
想
定
し
て
登
場
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
次
節

で
は
『
釈
論
』
の
写
本
に
見
ら
れ
る
則
天
文
字
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

第
五
節
　�

現
存
す
る
最
古
の
写
本
　�

─
石
山
寺
本
と
武
則
天
時
代
の
写
経
規
格
─

　

ま
ず
、
現
存
す
る
資
料
に
つ
い
て
い
く
つ
か
補
足
し
た
い
。
則
天
文
字
が
使
用

さ
れ
て
い
る
世
界
最
古
の
資
料
は
、
石
山
寺
を
調
査
し
た
際
に
発
見
さ
れ
た
国
宝

の
『
釈
論
』
で
あ
り
、
石
山
寺
本
と
称
す
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る39

。
以
下
に
、

『
石
山
寺
古
経
聚
英
』40

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
釈
論
』
序
の
一
部
を
転
載
す
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
　

　

こ
の
資
料
は
唐
代
の
成
立
と
さ
れ
て
お
り41

、
そ
の
調
査
報
告
を
ま
と
め
刊
行
さ

れ
た
『
石
山
寺
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
以
下
の
記
述
で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
加
筆
（。

唐
時
代
写
、
折
本
装
（
巻
子
本
改
装
、
天
地
切
断
ア
リ
（、
淡
褐
色
斐
紙

（
麻
交
リ
ヵ
、
薄
手
（、
墨
界
、
一
行
三
二
字
前
後
、
訓
點
ナ
シ
、
則
天
文
字

使
用
、
奥
書
ナ
シ
、
薄
茶
地
朱
雲
龍
文
版
畫
後
補
表
紙
（
一
切
経
表
紙
ト
同

時
期
ノ
修
補
カ
（、
縦
二
四
・
四
糎
、
横
八
・
○
糎
（
表
紙
八
・
五
糎
（、
十
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紙
、
一
紙
長
五
六
・
八
糎
、
界
高
二
四
・
一
糎
、
界
幅
一
・
一
糎
、42

　

石
山
寺
本
は
も
と
も
と
巻
子
装
で
あ
り
後
に
天
地
を
切
断
し
て
折
本
装
と
な
っ

た
と
さ
れ
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い

る43

。
し
か
し
そ
の
文
字
が
な
ぜ
採
用
さ
れ
た
の
か
、
詳
細
な
経
緯
ま
で
は
検
討
を

加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
全
体
的
な
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い44

。

　

た
だ
、「
一
行
三
二
字
前
後
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ

に
よ
っ
て
石
山
寺
本
が
何
を
底
本
と
し
た
か
大
よ
そ
判
明
す
る
か
ら
で
あ
る
。
恐

ら
く
石
山
寺
本
は
一
行
十
六
文
字
を
底
本
と
し
て
写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
こ
れ
に
関
連
す
る
指
摘
が
大
西
磨
希
子
の
論
考
に
確
認
で
き
る
。
氏
は
則

天
文
字
の
使
用
の
典
籍
群
を
比
較
し
、
武
則
天
の
時
代
で
は
、
一
行
十
六
字
の
写

経
規
格
が
存
在
し
て
い
た
と
指
摘
を
し
て
い
る
の
で
あ
る45

。

　

つ
ま
り
、
南
北
朝
期
か
ら
唐
代
に
か
け
て
の
写
経
は
一
行
十
七
字
で
あ
る
の
だ

が
、
武
則
天
の
時
代
に
写
経
さ
れ
た
『
宝
雨
経
』
写
本
三
種
が
い
ず
れ
も
一
行

十
六
字
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
底
本
を
忠
実
に
写
し
た
結
果
で
あ
る
と
結

論
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
武
則
天
の
時
代
を
除
く
南
北
朝
時
代

か
ら
唐
代
の
写
経
規
格
に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
、『
釈
論
』
が
い

つ
ど
こ
で
成
立
し
た
の
か
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

再
度
、
石
山
寺
本
の
文
字
数
の
意
味
を
考
え
る
と
、
本
来
、
一
行
十
六
文
字

あ
っ
た
も
の
二
行
を
一
行
と
し
て
書
写
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
十
七
文
字

の
も
の
を
書
写
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
三
四
文
字
前
後
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
実

際
に
筆
者
も
石
山
寺
本
を
閲
覧
し
た
際
、
三
二
文
字
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
石
山
寺
本
を
大
正
蔵
の
も
の
と
比
較
す
る
と
異
同
も

多
く
、
そ
れ
は
石
山
寺
本
の
誤
写
が
多
い
こ
と
が
要
因
に
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
石
山
寺
本
は
ま
さ
し
く
調
査
報
告
通
り
、
唐
代
に
お
い
て
武
則
天
時
代
の
写

経
規
格
に
則
っ
た
『
釈
論
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
六
節
　�『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
見
え
る
則
天
文
字
の
確
認
　�

─
中
国
と
日
本
と
の
相
違
点
─

　

今
度
は
書
写
さ
れ
た
『
釈
論
』
序
の
内
容
も
確
認
し
た
い
。
こ
こ
で
は
房
山
石

経
に
記
録
さ
れ
た
『
釈
論
』
序
と
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
（
二
月
に
金
剛
仏
子

快
賢
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
高
野
版
の
刊
本
（
以
下
、
高
野
本
（
を
資
料
と
し
て

用
い
る46

。
そ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
先
に
述
べ
た
石
山
寺
本
に
使
用
さ
れ
て

い
る
「

」
の
字
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

ま
ず
、
房
山
石
経
の
『
釈
論
』
序
に
は
「
天
」
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ

が
記
録
さ
れ
た
の
は
、
遼
代
（
九
一
六
〜
一
一
二
五
（
と
さ
れ
て
お
り47

、
唐
代
以

降
の
王
朝
の
た
め
、
則
天
文
字
が
廃
止
さ
れ
元
の
漢
字
に
改
め
た
以
後
の
も
の

（
写
本
等
を
参
照
か
（
を
底
本
と
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
何
よ
り
も
一
行
の

文
字
数
が
十
七
文
字
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
す
る
。
一
方
で
、
高
野
本
で
は
、

則
天
文
字
の
「

」
の
文
字
と
判
断
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
十
七
文
字
と

な
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
石
山
寺
本
以
外
の
他
に
対
校
本
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
で
は
、
な
ぜ
高
野
本
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
日
本
で
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は
則
天
文
字
に
関
す
る
奨
励
や
廃
止
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
請
来
時
の
形
態

を
保
持
し
て
天
の
字
に
置
換
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

　

唐
代
成
立
と
さ
れ
る
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
序
に
は
「

」
と
あ
る48

。
し
た

が
っ
て
も
と
も
と
の
『
釈
論
』
序
に
は
、
則
天
文
字
の
「

」
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
武
則
天
の
崩
御
以
後
、
次
第
に
政
治
の
新
体
制
を
理
由
に
変
化
し
て
い
き
、

現
在
我
々
が
使
用
し
て
い
る
漢
字
（
以
下
、
常
体
字
（
へ
と
置
換
さ
れ
た
と
見
る

の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
石
山
寺
本
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
不
思
議
に

見
え
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
が
尊
号
の
「

」
の
字
以
外
に
は
「
天
」
と
記
さ
れ
て

い
る
事
で
あ
る
。
加
え
て
、
則
天
文
字
に
つ
い
て
は
「
圀
」
の
字
も
問
題
と
な
る

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
『
釈
論
』
序
に
見
え
る
「
國
」
の
字
で
あ
る
。
房
山
石
経
で
は

「
國
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
遼
代
で
あ
る
の
で
常
体
字
に
置
換
さ
れ
た
と
判
断
で
き

る
。
だ
が
高
野
本
も
同
様
で
あ
る
の
は
不
自
然
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
再
度
、
石
山
寺
本
を
確
認
す
る
と
、
該
当
す
る
字
は
見
え
づ
ら
い
も
の

の
「
國
」
の
よ
う
に
見
え
る
。『
釈
論
』
で
は
こ
の
「
國
」
の
字
が
確
認
で
き
る

の
は
序
文
と
巻
十
の
み
で
、
石
山
寺
本
そ
の
も
の
が
全
体
の
約
半
分
程
（
一
巻
〜

五
巻
（
し
か
現
存
し
て
い
な
い
た
め
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
釈
論
』
全

体
に
わ
た
る
則
天
文
字
の
影
響
の
有
無
を
慎
重
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
筆
者
は
、「

」
の
字
が
た
と
え
た
っ
た
一
字
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
表
記
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の

で
あ
る
。
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
尊
号
に
敬
意
を
払
い
常
体
字
に
改
め
な
か
っ
た
可

能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
尊
号
以
外
の
字
も
本
来
、
則

天
文
字
で
あ
っ
た
と
も
推
察
さ
れ
、
そ
れ
が
後
代
で
写
経
す
る
際
に
、
独
自
に
判

断
さ
れ
て
修
正
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
写
経
規
格
に
つ
い
て
蔵
中
の
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
新
羅
に
請
来
さ

れ
た
『
大
広
仏
花
厳
経
』
に
見
え
る
則
天
文
字
と
常
体
字
の
頻
度
に
つ
い
て
指
摘

し
て
い
る
。
つ
ま
り
本
経
が
「
則
天
文
字
廃
止
の
神
竜
元
年
（
七
〇
五
（
二
月
四

日
以
前
に
善
写
調
製
さ
れ
て
新
羅
に
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
し
、
そ

れ
が
写
経
さ
れ
た
際
で
は
、「「
天
」「
初
」「
人
」
は
常
体
字
が
用
い
ら
れ
、
特
に

「
人
」
に
つ
い
て
は
「
𤯔𤯔
」
と
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
」49

を
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

蔵
中
説
を
踏
ま
え
る
と
、
石
山
寺
本
が
唐
代
の
写
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
文
字

の
混
在
は
有
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。
則
天
文
字
を
常
体
字
に
置

換
す
る
過
程
に
お
い
て
、
写
経
生
の
意
識
的
な
改
変
、
書
き
手
の
不
注
意
や
誤

写
、
あ
る
い
は
善
写
調
整
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
冊
と
回
に
つ

い
て
も
冊
は
「
册
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
で
恐
ら
く
「
回
」
と
誤
写
し
た
と
思
わ

れ
る
（。
今
後
、「
天
」
以
外
に
も
修
正
さ
れ
た
例
が
な
い
か
調
査
し
た
い
。

　

以
上
、「
昇
仙
太
子
碑
」
の
成
立
と
同
碑
に
使
用
さ
れ
て
い
る
則
天
文
字
、

『
八
十
花
厳
』
序
に
記
さ
れ
る
尊
号
や
内
容
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
釈
論
』

序
と
の
接
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、『
釈
論
』
序
の
作

者
が
「
昇
仙
太
子
碑
」
や
『
八
十
花
厳
』
を
参
照
す
る
環
境
下
に
い
た
と
予
想
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
整
理
す
る
と
以
下
の
六
点
と
な
る
。

　

1
．『
釈
論
』
序
の
作
者
は
本
文
の
成
立
事
情
を
熟
知
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
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2
．「
昇
仙
太
子
碑
」
と
『
八
十
花
厳
』
は
同
時
期
に
成
立
し
て
い
る
。

　

3
．
則
天
文
字
は
七
〇
五
年
に
公
共
で
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

4
． 『
八
十
花
厳
』
の
序
に
あ
る
尊
号
の
「
天
」
も
本
来
「

」
の
文
字
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

5
． 『
釈
論
』
序
の
作
者
は
「
昇
仙
太
子
碑
」
や
『
八
十
花
厳
』
の
序
（
武
則

天
筆
（
に
基
づ
き
同
論
の
序
を
製
作
し
て
い
る
。

　

6
． 

石
山
寺
本
は
唐
代
に
お
い
て
武
則
天
時
代
の
『
釈
論
』
を
書
写
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
記
を
集
約
さ
せ
る
と
、『
釈
論
』
序
の
作
者
は
、
武
則
天
の
治
世
か
ら
崩
御

間
も
な
い
時
期
に
は
存
在
し
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
次
節

で
は
、
こ
こ
ま
で
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
先
行
研
究
の
見
解
を
確
認
し
、
検
証
を

試
み
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
説
と
筆
者
の
成
立
地
や
作
者
に
対
す
る
見
解
の
相

違
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
七
節
　�『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
新
羅
成
立
と
す
る
学
説
　�

─
義
湘
系
華
厳
と
の
関
係
を
中
心
に
─

　

先
行
研
究
に
お
い
て
華
厳
思
想
、
特
に
新
羅
華
厳
と
『
釈
論
』
と
の
関
係
を
検

討
し
た
指
摘
が
あ
る
の
で
概
説
す
る
こ
と
に
し
た
い50

。
そ
れ
は
『
釈
論
』
造
論
者

が
朝
鮮
出
身
者
で
あ
り
朝
鮮
に
お
い
て
造
論
し
た
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
学
説
で
あ

る
。
こ
れ
は
石
井
公
成51

と
佐
藤
厚52

の
見
解
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
批
判
的
に
検
討
を

加
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
項
　
石
井
説
と
佐
藤
説

　

石
井
説
は
、『
金
剛
三
昧
経
』
が
水
野
弘
元53

や
木
村
宣
彰54

に
よ
る
、
新
羅
成
立

あ
る
い
は
彼
の
地
で
流
行
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
説
と
、『
釈
論
』
が

『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
近
い
と
す
る
森
田
竜
僊55

の
説
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
石
井
は
、
新
羅
の
経
論
と
の
類
似
点
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、
そ
の
結

果
、『
釈
論
』
の
作
者
は
元
暁
・
義
湘
・
法
蔵
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
お
り
（
特

に
元
暁
の
思
想
の
特
徴
で
あ
る
『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
基
づ
く
会
通
や56

義
湘
の

『
一
乗
法
界
図
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
す
る57

（、
新
羅
華
厳
の
系
統
に
属
す
る

人
物
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　

筆
者
は
、『
釈
論
』
が
架
空
の
『
華
厳
経
』
を
引
き
、
同
経
の
教
主
で
あ
る
三

種
世
間
を
身
心
と
す
る
毘
盧
遮
那
仏
を
登
場
さ
せ
、
同
仏
よ
り
高
次
と
す
る
不
二

摩
訶
衍
法
を
説
い
て
い
る
点
に
注
目
す
る58

。
こ
の
内
容
は
、
不
二
摩
訶
衍
法
の
優

位
性
を
主
張
す
る
た
め
、
下
位
で
あ
る
『
分
流
花
厳
契
経
』
と
高
位
で
あ
る
『
大

本
花
厳
契
経
』
と
い
う
典
籍
を
取
り
上
げ
、
双
方
の
教
え
の
違
い
を
教
証
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
不
二
摩
訶
衍
法
が
仏
よ
り
高
次
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

る
教
判
論
で
あ
る59

。

　

つ
ま
り
、
華
厳
以
外
の
経
典
を
引
き
『
華
厳
経
』
の
立
場
を
否
定
す
る
の
で
は

な
く
、
違
う
種
類
の
『
華
厳
経
』
を
用
い
て
『
華
厳
経
』
を
否
定
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
石
井
説
で
は
、『
釈
論
』
に
見
え
る
「
相
違
の
過
な
し
」

と
の
説
か
ら
元
暁
の
影
響
を
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
当
説
は
そ
れ
程
重
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要
な
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
今
挙
げ
た
二
種
の
『
花
厳
経
』
の
説
こ
そ
大
き
な
問

題
を
も
っ
て
お
り
、
前
述
の
よ
う
に
会
通
を
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
る
け
れ
ど

も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
説
の
会
通
を
目
的
と
し
て

著
さ
れ
た
『
金
剛
三
昧
経
論
』
の
影
響
に
基
づ
く
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
石
井
説
で
主
張
す
る
義
湘
の
『
一
乗
法
界
図
』
と
の
関
係
を
考
え

た
い
。
石
井
は
釈
迦
如
来
の
境
地
で
あ
る
「
海
印
三
昧
」
を
不
二
摩
訶
衍
法
で
あ

る
「
円
円
海
」
と
同
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
義
湘
系
華
厳
と
関
連
す
る
と
主
張
し

て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
も
、
諸
仏
の
根
源
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
が
、
教
主
で
あ

る
毘
盧
遮
那
仏
よ
り
高
次
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
釈
迦
と
毘
盧
遮
那
を
同
じ
境
地

と
し
て
見
做
せ
て
も
不
二
摩
訶
衍
法
と
同
視
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
え

る
。

　

そ
の
点
に
関
し
て
、
遠
藤
純
一
郎
が
石
井
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
「
海
印
三

昧
」
や
「
仏
身
心
」
や
「
摂
・
不
摂
」
と
い
っ
た
類
似
す
る
用
語
と
の
関
連
性
を

分
析
し
、「
そ
の
類
似
点
と
目
さ
れ
る
箇
所
の
何
れ
も
が
表
現
上
部
分
的
に
類
似

し
な
が
ら
も
、
内
容
的
に
は
全
く
別
の
意
味
を
有
し
、
ま
た
別
の
問
題
意
識
に
端

を
発
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
相
違
す
る
内
容
を
有
す
る
表
現
上
の
部
分
的
類
似

か
ら
両
者
の
関
連
の
必
然
性
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」60

と
し
て
、
義
湘
系
華
厳
と
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
は
難

し
い
と
述
べ
て
い
る
。
筆
者
は
、
遠
藤
の
指
摘
す
る
よ
う
に
内
容
自
体
が
異
な
る

結
果
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
見
解
を
首
肯
し
た
い
。
し
か
し
、
表
現
上

で
似
て
い
る
点
が
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
問
題
は
佐
藤
説
に
も
大
き
く
関
係
し
て
く
る
。

　

佐
藤
説
で
は
、
九
世
紀
と
一
〇
世
紀
に
成
立
し
た
新
羅
華
厳
文
献
で
あ
る
『
大

記
』61

と
『
法
界
図
円
通
記
』、
そ
し
て
『
釈
論
』
所
説
『
真
修
契
経
』（
架
空
経

典
（
に
、「
古
辞
」
の
説
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
ま
ま
登
場
し
て
い
る
こ
と
に
注
目

し
た
説
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
佐
藤
説
の
主
張
を
確
認
す
る
意
味
も
含
め
、
上
記
三

種
に
共
通
し
示
さ
れ
る
記
事
を
比
較
検
証
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
に
概
要
と
し

て
、
佐
藤
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
「
一
歳
の
母
親
が
五
十
歳
あ
る
い
は
五
十
一
歳

の
児
を
生
む
」
と
す
る
内
容
を
示
し
て
お
く
。
ま
ず
『
釈
論
』
所
説
の
『
真
修
契

経
』
の
説
を
確
認
し
た
い
。

真
修
契
経
の
中
に
是
く
の
如
き
説
を
な
す
。
一
歳
の
母
、
一
時
に
五
十
歳
の

児
を
生
ず
。
彼
の
五
十
歳
の
児
を
懐
妊
せ
る
一
歳
の
母
、
五
十
一
歳
の
大
丈

夫
男
子
を
生
ず
。
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
有
り
や
、
或
は
豈
に
是
の
如
き

こ
と
無
き
や
。62

　
『
釈
論
』
で
は
、
一
歳
の
母
が
一
時
に
五
十
歳
の
男
子
を
懐
妊
し
、
五
十
一
歳

の
男
子
を
出
産
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
内
容
は
二
つ
の
段
階

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
歳
の
母
が
一
瞬
（
発
心
し
た
瞬
間
に
（
に

五
十
歳
の
男
子
と
い
う
五
十
位
（
等
覚
位
（
を
懐
妊
（
行
位
に
至
る
（
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
次
に
そ
の
よ
う
な
一
歳
の
母
が
一
瞬
に
発
心
し
た
な
ら
ば
懐
妊
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し
出
生
し
た
男
子
は
五
十
一
位
（
妙
覚
位
（
を
も
満
足
す
る
こ
と
で
き
る
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
次
に
『
大
記
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

故
に
古
辞
に
云
く
、
一
歳
の
女
、
妊
む
こ
と
五
十
年
に
し
て
産
み
、
五
十
歳

の
大
丈
夫
を
得
る
な
り
と
。
謂
く
、
初
発
心
菩
薩
、
五
十
位
を
摂
す
れ
ば
即

ち
妙
覚
位
を
成
ず
る
な
り
。63

　
『
大
記
』
で
は
「
古
辞
」
の
説
と
し
て
、
一
歳
の
女
（
母
（
が
五
十
年
の
間
妊

娠
し
て
、
五
十
歳
の
子
を
産
む
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
一
歳
の
女
（
母
（
に

は
、
本
来
的
に
五
十
歳
（
五
十
位
（
を
摂
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。

　

し
か
し
後
半
に
は
、「
五
十
位
を
摂
す
れ
ば
即
ち
妙
覚
位
を
成
ず
る
な
り
」
と

説
い
て
お
り
、
一
見
す
れ
ば
一
歳
の
母
が
五
十
歳
の
子
を
出
産
し
た
よ
う
に
見
え

る
が
そ
う
で
は
な
い
。「
摂
す
れ
ば
即
ち
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
懐
妊
し
て
か

ら
出
生
ま
で
の
過
程
を
省
略
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
よ
う

に
見
れ
ば
、「
妙
覚
位
を
成
ず
」
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
五
十
一
歳
で
あ

る
五
十
一
位
を
想
定
し
た
内
容
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
『
法
界
図
円
通

記
』
の
説
を
確
認
し
て
い
く
。

古
辞
に
、
一
年
に
母
、
懐
く
こ
と
五
十
年
に
し
て
、
五
十
一
年
の
大
丈
夫
を

生
む
な
り
と
。
一
年
の
母
と
は
初
発
心
な
り
。
懐
く
こ
と
五
十
年
と
は
五
十

位
を
摂
す
る
な
り
。
五
十
一
年
の
大
丈
夫
を
生
む
と
は
、
等
妙
二
覚
の
果
を

成
ず
る
な
り
。64

　
『
法
界
図
円
通
記
』
で
は
「
古
辞
」
の
説
と
し
て
、
一
歳
の
母
が
五
十
一
歳
の

子
を
産
む
と
あ
る
。
つ
ま
り
一
歳
の
母
が
初
発
心
で
あ
り
、
懐
妊
し
た
子
と
は

五
十
位
で
あ
り
、
出
生
し
た
子
は
五
十
一
位
で
あ
る
妙
覚
位
を
摂
し
て
い
る
と
す

る
も
の
で
あ
る
。『
大
記
』
の
「
古
辞
」
の
説
と
比
較
を
す
る
と
、『
法
界
図
円
通

記
』
の
説
を
『
大
記
』
が
簡
略
に
し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
三
種
を
列
挙
し
内
容
を
確
認
し
て
見
た
結
果
、『
大
記
』
と
『
法

界
図
円
通
記
』
の
内
容
は
幾
つ
か
の
点
で
共
通
す
る
説
が
確
認
で
き
る
た
め
同
一

の
文
献
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
疑
問
に
感
じ
る

点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
佐
藤
自
身
も
指
摘
し
て
い

る
。

　

⑴
『
釈
論
』
の
み
に
説
か
れ
る
「
一
時
に
五
十
歳
の
児
を
生
ず
」
と
す
る
記
述

の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
に
は
、「
一

時
」
と
い
う
一
瞬
の
概
念
を
示
唆
す
る
説
が
無
い
の
は
な
ぜ
か
。
つ
ま
り
「
一

時
」
に
つ
い
て
『
華
厳
経
』
の
教
説
を
確
認
す
る
と
、
周
知
の
よ
う
に
「
初
発
心

時
便
成
正
覚
」65

や
「
初
発
心
時
即
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
」66

と
い
っ
た
、
発
心

即
菩
提
の
理
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
古
辞
」
の
記
述
に
は
、
一
歳
の
母
が
五
十

年
の
時
間
を
経
て
五
十
一
歳
の
子
を
出
産
す
る
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
華
厳
の
教

説
と
異
な
り
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
で
、『
釈
論
』
に
登
場
す
る
『
真
修
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契
経
』
の
説
は
、『
華
厳
経
』
の
教
説
に
近
い
と
判
断
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
。

　

⑵
『
真
修
契
経
』
で
は
「
或
は
豈
に
是
の
如
き
こ
と
有
り
や
、
或
は
豈
に
是
の

如
き
こ
と
無
き
や
」
と
あ
る
部
分
は
、『
大
記
』
と
『
法
界
図
円
通
記
』
に
は
説

か
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

⑶
『
釈
論
』
は
『
真
修
契
経
』
を
十
種
如
来
蔵
の
一
つ
「
如
理
如
理
如
来
蔵
」

の
教
証
と
し
て
登
場
さ
せ
て
い
る67

。
こ
れ
に
関
連
す
る
内
容
を
『
大
記
』
と
『
法

界
図
円
通
記
』
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
に
新
た
に
指
摘
で
き
る
問
題
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
『
法
界
図
円
通

記
』
と
い
う
典
籍
が
、
七
世
紀
、
朝
鮮
半
島
の
華
厳
宗
の
初
祖
で
あ
る
義
湘

（
六
二
五
〜
七
〇
二
（
の
『
一
乗
法
界
図
』
を
新
羅
華
厳
の
流
れ
を
受
け
た
均
如

（
九
二
三
〜
九
七
三
（
が
注
釈
し
た
著
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り

義
湘
の
独
特
な
仏
教
観
に
基
づ
く
上
下
左
右
に
屈
曲
す
る
「
法
界
図
」
に
つ
い
て

解
説
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る68

。
し
か
し
『
釈
論
』
に
は
義
湘
の
「
法
界

図
」
に
関
す
る
説
や
図
に
つ
い
て
の
思
想
の
受
容
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な

い
。

　

そ
こ
で
筆
者
の
推
考
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
①
『
法
界
図
円
通
記
』
の
成

立
は
一
〇
世
紀
で
あ
る
こ
の
と
か
ら
著
者
で
あ
る
均
如
が
『
釈
論
』
を
参
照
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②
「
古
辞
」
と
称
す
る
逸
話
を
『
釈
論
』

作
者
が
伝
聞
や
何
か
で
知
る
に
至
り
『
真
修
契
経
』
と
し
て
記
し
た
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

　

こ
の
と
か
ら
現
段
階
で
は
、『
釈
論
』
が
新
羅
成
立
で
あ
る
と
直
ぐ
に
判
定
で

き
る
も
の
と
は
言
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
筆
者
は
、
佐
藤
説
が
従
来
に
は

な
い
視
点
か
ら
『
釈
論
』
に
は
新
羅
華
厳
と
何
か
し
ら
影
響
関
係
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
点
を
、
成
立
問
題
の
解
決
の
糸
口
に
な
る
と
考
え
支
持
し
た
い
。
そ
の
上

で
考
え
る
べ
き
問
題
も
ま
た
あ
る
。
そ
れ
は
『
釈
論
』
中
に
散
見
さ
れ
る
中
国
漢

文
と
は
見
做
し
難
い
文
体
が
存
在
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
点
を
次
項
で
述
べ

る
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
項
　『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
見
え
る
特
殊
な
漢
文
の
文
体

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
石
井
が
文
献
比
較
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
Ｍ
Ｇ
Ｓ
Ｍ
を
用
い
て
、『
釈
論
』
に
散
見
さ
れ
る
漢
文
（
変
格
漢
文
（
を
抽
出

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
い
く
つ
か
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は

①
「
先
有
成
仏
。
後
有
成
仏
。
今
有
成
仏
」、
②
「
非
分
明
」、
③
「
則
白
仏
言
」

で
あ
る69

。
石
井
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
は
、
新
羅
や
日
本
に
見
ら
れ
る
変
格
漢
文
で
あ

る
と
し
、
①
は
通
常
「
有
先
成
仏
。
有
後
成
仏
。
有
今
成
仏
」
と
な
る
と
考
え
ら

れ
、
②
で
は
「
不
分
明
」
と
「
不
」
と
「
非
」
の
混
同
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て

い
る
。
③
は
本
来
「
即
白
仏
言
」
と
表
記
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
「
即
」

と
「
則
」
を
混
用
し
て
い
る
と
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
容
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
と
、
筆
者
は
朝
鮮
半
島
の
出
身
者

が
『
釈
論
』
を
造
論
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
の
で
は
と
考
え
る
。
あ
る
い

は
、
新
羅
義
湘
の
門
流
に
位
置
す
る
何
者
か
と
の
接
点
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
以
降
で
は
華
厳
典
籍
以
外
に
、『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
見
ら
れ
る
密
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教
典
籍
と
『
宝
雨
経
』
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
中
国
成
立
説
の
補
強
を
試

み
た
い
。第

八
節
　�
華
厳
以
外
の
接
点
　�

─
密
教
典
籍
と
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
影
響
─

　
『
釈
論
』
第
九
巻
に
は
何
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
文
字
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
用
途
は
悪
魔
や
障
り
を
退
け
る
呪
文
の
よ
う
に
読
誦
す
る
も
の
で
あ
る
。
真

言
あ
る
い
は
神
呪
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
た
文
字
で
あ
り
、
こ
れ
を
読
誦
す
る
こ

と
で
成
就
（
除
災
招
福
や
障
礙
消
除
（
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
。『
釈
論
』
は
こ
の
よ
う
な
特
殊
文
字
以
外
に
も
漢
文
に
音
写
し
た
真
言
を
何

十
種
類
も
説
い
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
上
で
は
特
殊
文
字
が
真
言
や
陀
羅
尼
や
神
呪
と

同
等
の
意
味
で
説
か
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
。『
起
信
論
』
や
法
蔵
の
『
義
記
』、

そ
し
て
そ
の
他
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
に
は
こ
の
よ
う
な
真
言
や
神
呪
は
ま
っ
た

く
説
か
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
『
釈
論
』
は
こ
の
よ
う
な
文
字
を
説
い
た
の
か
、
そ

の
目
的
を
究
明
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
最
初
に
ど
の
よ
う
な
文
字
か
、
そ
の

例
を
幾
つ
か
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
（〔　

〕
傍

注
（。

　

① 

即
ち
呪
を
誦
し
て
言
く
、

〔
於
呼
反
〕

〔
那
闇
反
〕（
中

略
（

〔
毘
入
反
〕
娑
婆
阿
訶

阿
阿
。
若
し
此
の
神
呪
を
一
万
八
千
四
百
五
十
遍
誦
し
已
訖
れ
ば
、
即
ち
心

量
具
に
了
せ
ざ
る
所
無
し
。70

　

② 

即
ち
呪
を
誦
し
て
言
く
、

〔
隠
天

反
〕

〔
於
阿
反
〕

〔
弗
入
反
〕

〔
去
言
反
〕
娑
婆
阿
訶
阿
阿
。
若
し
此
の
神
呪
を
二
万
三
千
遍
誦
し
已
訖
れ

ば
、
即
ち
心
識
具
に
了
せ
ざ
る
所
な
し
。71

　

③ 

呪
に
言
く
、

〔
伊
入
反
〕

〔
阿
含
反
〕

〔
只
允
反
〕

〔
伊
允
反
〕。
若

し
此
の
神
呪
一
万
八
千
遍
を
誦
し
已
訖
れ
ば
、
即
ち
心
識
具
に
了
せ
ざ
る
所

無
し
。72

　

一
見
す
る
と
通
常
我
々
が
知
る
文
字
と
は
懸
け
離
れ
た
理
解
に
基
づ
き
、
創
作

さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
な
か
で
幾
つ
か
を
抜
粋
す
れ
ば
、

・

・

・

・

・

と
い
う
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
望
月
信
享
は
、「
其
の
異

字
は
即
ち
則
天
文
字
に
基
づ
き
、
更
に
之
を
変
造
し
た
る
も
の
な
る
が
如
し
」73

と

し
、
森
田
竜
僊
は
、
則
天
文
字
の
類
の
漢
字
で
あ
る
と
し74

、
那
須
政
隆
も
同
様
な

見
解
を
表
明
し
て
い
る75

。
石
井
公
成
は
則
天
文
字
を
変
形
さ
せ
た
も
の
と
分
析
し

つ
つ
、
道
教
の
護
符
や
そ
れ
を
受
容
し
て
製
作
さ
れ
た
偽
経
の
影
響
も
考
慮
す
べ
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き
と
指
摘
し
て
い
る76

。

　

こ
の
よ
う
に
四
氏
と
も
則
天
文
字
に
類
す
る
文
字
と
分
析
し
て
い
る
。
序
に
則

天
文
字
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、『
釈
論
』
の
本
文
に
も
則
天
文

字
の
影
響
が
あ
る
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
を
示
す
と
、

は
則
天
文
字
の
日
＝
○乙
・
星
＝
○
、
写
は
照=

曌
と
一
見
す
る
と
近
い
と
判
断

し
得
る
文
字
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
特
殊
文
字
の
傾
向
を
調
べ
る
と
、 

・

・

・

の
文
字
に
は
「
山
」
と
い
う
部
首
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
則
天
文
字
の
地
＝
埊
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
特
殊
文
字
は
則
天
文

字
か
ら
着
想
を
得
て
創
作
さ
れ
た
文
字
も
あ
る
と
見
做
し
て
も
差
し
支
え
な
い
で

あ
ろ
う
。

　

で
は
な
ぜ
、『
釈
論
』
作
者
は
則
天
文
字
を
独
自
に
展
開
さ
せ
た
文
字
を
説
い

た
の
か
。
筆
者
は
、
真
言
や
陀
羅
尼
と
と
も
に
咒
術
的
な
作
法
を
駆
使
す
る
密
教

の
修
法
の
影
響
を
受
け
て
、
中
国
に
は
無
い
言
語
、
も
し
く
は
一
般
に
知
ら
れ
な

い
特
別
な
文
字
を
表
現
す
る
意
図
で
神
秘
性
を
強
調
し
た
い
た
め
に
創
作
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
。
ま
た
は
、
密
教
や
仏
教
以
外
の
思
想
、
つ
ま
り

道
教
と
い
っ
た
中
国
固
有
の
宗
教
儀
礼
を
複
合
的
に
取
り
入
れ
、
融
合
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る77

。
そ
の
点
を
次
項
で
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
い
。第

一
項
　
密
教
経
典
の
影
響

　

こ
こ
で
は
武
則
天
の
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
密
教
典
籍
と
比
較
検
討
す
る
こ
と

で
、
前
述
の
疑
問
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
典
籍
と
し
て
、
大

正
蔵
の
密
教
部
に
収
載
さ
れ
て
い
る
、
失
訳
『

𡇪𡇪
大
道
心
駈
策
法
』78

を
取
り
上

げ
る
。
こ
の
典
籍
の
成
立
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
武
則
天
在
世
に

訳
出
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る79

。
こ
の
典
籍
に
は
則
天
文
字
が
標
題
に
掲

げ
ら
れ
て
お
り
、「

𡇪𡇪
」
と
は
地
蔵
の
文
字
を
置
換
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
以

降
か
ら
は
地
蔵
法
と
称
す
る
。

　

こ
の
地
蔵
法
の
内
容
は
、
道
教
色
が
強
く
、
地
蔵
の
教
法
に
よ
り
悪
鬼
駆
使
や

摧
魔
す
る
方
法
や
真
言
を
明
か
し
て
い
る80

。
こ
れ
は
雑
密
に
属
す
る
現
世
利
益
を

目
的
と
し
た
教
法
と
い
え
る
。
で
は
そ
の
箇
所
を
確
認
し
よ
う
（
関
係
箇
所
に
傍

線
を
付
す
（81
。

「
彼
仏
滅
後
。
於
像
法
中
。
我
住
凡
夫
地
。
有
一
仙
人
。
在
俱
特
羅
山
。
善
解

道
術
。」

「
世
尊
若
行
人
欲
使
促
鬼
。
当
朱
沙
書
此
苻
。
後
三
印
吞
世
九
牧
。
然
後
作
法

使
鬼
迅
速
処
処
使
促
。
百
事
無
失
。」

「
及
見
苦
病
患
及
厄
難
者
。
書
苻
使
飛
千
里
報
酬
死
。
経
一
日
書
苻
心
上
者
便

得
還
活
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
仙
人
が
道
術
を
駆
使
す
る
説
、「
使
促
鬼
」
と
い
っ
た
特
有
の

用
語
、
護
符
を
用
い
て
現
世
利
益
を
期
待
す
る
、
と
い
っ
た
内
容
が
確
認
で
き

る
。
こ
れ
に
対
し
『
釈
論
』
を
見
る
と
、
道
教
の
「
護
符
」
や
「
使
促
鬼
」
と
い
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う
語
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、「
鬼
」
に
つ
い
て
は
多
く
の
鬼
の
名
を
挙
げ
、

ど
の
よ
う
な
障
り
を
行
う
の
か
説
い
て
い
く82

。
そ
し
て
護
符
に
類
似
し
た
も
の
で

は
「
字
輪
を
胸
に
着
け
る
」
と
す
る
主
旨
の
説
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
字
輪

服
膺
因
縁
と
い
う
箇
所
で
以
下
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

字
輪
服
膺
の
因
縁
と
言
う
は
、
謂
く
若
し
彼
の
止
輪
門
を
修
せ
ん
が
為
に
、

人
、
必
ず
当
に

字
輪
を
服
す
べ
き
の
み
。
何
れ
の
処
に
か
服
す
る
や
。
謂

く
方
寸
の
処
な
る
が
故
に
。
何
れ
の
義
を
以
っ
て
の
故
に
か
必
ず
此
の
輪
を

付
す
る
。
謂
く
此
の
字
輪
は
三
世
の
諸
仏
と
、
無
量
無
辺
の
一
切
の
菩
薩
と

の
大
恩
の
師
長
、
大
恩
の
父
母
、
大
恩
の
天
地
、
大
恩
の
海
な
る
が
故
に
。
此

の
因
縁
の
故
に
、
止
を
修
せ
ん
が
為
に
、
人
、
当
に
此
の
輪
を
付
す
べ
し
。83

　

こ
の
因
縁
は
「
服
膺
」
と
あ
る
よ
う
に
、
字
輪
を
膺
（
む
ね
（
に
服
（
つ
く
（

と
読
む
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
字
輪
を
行
者
の
胸
に
つ
け
観
想
す
る
こ
と
を
明
か

す
も
の
で
あ
る84

。『
釈
論
』
は
、
こ
の
字
輪
に
つ
い
て
三
世
の
諸
仏
と
一
切
諸
菩

薩
の
大
恩
の
師
・
父
母
・
天
地
・
海
と
し
、
最
高
の
観
想
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

胸
に
着
け
る
行
為
は
道
教
の
護
符
を
貼
る
と
い
っ
た
所
作
に
も
共
通
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
遠
藤
は
、「『
釈
論
』
は
仏
教
だ
け
で
な
く
、
道
教
的
要
素
を
も

包
含
し
て
お
り
、
相
当
に
多
様
な
内
容
を
有
す
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。（
中
略
（
そ
の
修
行
信
心
分
解
釈
の
中
に
は
密
教
典
籍
に
顕
著
な
用
語
が
散

見
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
密
教
的
要
素
と
し
て
捉
え
う
る
か
に
つ
い
て
も
考
察
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
を
直
ち
に
退
け
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
指
摘

し
て
い
る85

。
筆
者
も
遠
藤
説
を
支
持
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
を
証
明
す
る
よ

う
に
、『
釈
論
』
序
に
は
上
記
の
説
を
示
唆
す
る
内
容
が
確
認
で
き
る
（
傍
線
は

筆
者
加
筆
（。

僧
那
を
山
林
中
に
結
び
、
双
円
を
香
池
の
中
に
植
え
た
る
に
非
ざ
る
よ
り

は
、
誰
か
演
水
の
珠
蓋
を
弥
勒
已
前
に
懸
け
、
服
膺
の
秘
軌
を
釈
迦
の
已
後

に
敷
か
ん
や
。86

　

序
に
説
か
れ
る
「
服
膚
」
と
は
ま
さ
に
、
前
述
の
ご
と
く
道
教
の
影
響
を
受
け

た
「
字
輪
服
膺
因
縁
」
は
勿
論
、
則
天
文
字
を
派
生
さ
せ
た
神
呪
な
ど
を
指
示
し

て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、「
秘
軌
」
と
あ
る
よ
う
に
、
前
述
し
た
因

縁
や
神
呪
を
読
誦
す
る
行
法
を
秘
密
の
法
で
あ
る
と
認
識
し
た
上
で
の
説
明
で
あ

る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う87

。

　

こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
に
説
か
れ
る
真
言
や
陀
羅
尼
の
遍
数
に
注
目
す
る
と
、

興
味
深
い
数
が
多
種
説
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
三
千
七
百
遍
、
八
千
四
百
五
十

遍
、
二
万
三
千
遍
、
三
万
二
千
一
百
遍
、
五
万
七
千
遍
、
六
万
一
千
遍
、
八
万
一
千

遍
、
十
万
四
千
遍
、
十
万
八
千
遍
と
い
っ
た
遍
数
で
あ
る
。
そ
の
中
、
ほ
と
ん
ど

が
二
、三
回
程
度
示
さ
れ
、
そ
の
目
的
も
現
世
利
益
や
除
災
招
福
を
期
待
す
る
説

に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遍
数
が
一
体
何
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、
ど
の
よ

う
な
典
籍
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
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し
か
し
一
万
八
千
遍
と
い
う
数
だ
け
は
お
よ
そ
十
回
も
登
場
し
頻
度
が
高
い
。

こ
の
数
に
注
目
す
る
と
密
教
典
籍
に
も
類
似
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
管
見
の
限
り

典
籍
を
調
べ
る
と
三
つ
一
致
す
る
も
の
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
中
で
も
古
い
漢
訳

の
も
の
で
阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
と
関
連
性
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う88

。
本
経
は
中
イ
ン
ド
出
身
の
阿
地
瞿
多
に
よ
る
七
世
紀
中
期
に
漢
訳
さ
れ
た
も

の
で
、
梵
本
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。「
金
輪
」
や
「
一
字
仏
頂
」
な
ど
の
用
語

が
説
か
れ
て
い
る89

。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
修
法
に
上
記
の
遍
数
が
用
い
ら
れ
る
の

か
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
記
述
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い

る
。

造
像
と
言
う
は
そ
の
相
云
何
、
且
く
天
像
を
作
す
中
に
は
、
当
に
如
何
が
す

べ
き
や
。
謂
く
頭
面
眼
耳
鼻
舌
身
手
足
の
此
の
九
種
の
所
の
中
に
、
各
各
に

一
万
八
千
遍
陀
羅
尼
呪
を
誦
じ
、
此
の
所
を
成
立
す90

。

　
『
釈
論
』
は
像
を
造
立
す
る
際
、
頭
・
面
・
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
手
・
足

の
九
箇
所
に
お
の
お
の
陀
羅
尼
一
万
八
千
遍
を
誦
じ
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

一
方
で
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、
行
者
が
効
験
を
望
む
の
な
ら

ば
、
壇
の
前
で
修
法
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
行
者
が
東
向
き
に
座

し
尊
像
の
前
で
香
を
供
養
し
な
が
ら
印
と
真
言
を
誦
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る

の
で
あ
る91

。
こ
の
他
に
も
、
東
向
き
に
て
修
法
す
る
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
釈

論
』
の
「
舍
宅
造
立
因
縁
」
の
中
で
行
者
の
向
き
に
つ
い
て
東
方
を
最
上
と
す
る

と
説
か
れ
て
い
る
点
も
似
て
い
る
よ
う
に
思
え
る92

。

　
『
陀
羅
尼
集
経
』
で
は
『
釈
論
』
の
よ
う
な
尊
像
の
造
立
に
つ
い
て
の
内
容
と

な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
双
方
と
も
に
行
者
が
何
か
を
成
就
し
た
い
と
希
望
し

た
場
合
、
そ
の
成
就
の
た
め
に
陀
羅
尼
を
必
須
の
遍
数
分
読
誦
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
説
い
て
お
り
、
方
位
に
つ
い
て
も
概
ね
共
通
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

『
釈
論
』
の
特
殊
文
字
が
陀
羅
尼
と
し
て
一
定
数
読
誦
し
な
が
ら
行
者
が
適
当
な

方
角
に
座
し
、
供
養
を
し
て
祈
願
成
就
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
共
通
の
理
念
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
項
　�

菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
影
響
　�

─
弥
勒
信
仰
と
則
天
文
字
の
思
想
受
容
─

　

こ
こ
で
は
先
に
挙
げ
た
『
釈
論
』
序
の
中
に
お
い
て
、
釈
迦
入
滅
か
ら
弥
勒
下

生
の
間
に
馬
鳴
と
龍
樹
が
登
場
し
て
説
法
を
す
る
と
説
く
部
分
と
、
菩
堤
流
志
訳

『
宝
雨
経
』
と
の
関
係
を
比
較
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
『
釈
論
』
本
文
で
は
、
釈

迦
や
文
珠
と
い
っ
た
尊
格
は
説
か
れ
る
も
の
の
、
弥
勒
に
関
す
る
記
述
は
管
見
の

限
り
確
認
で
き
な
い
。

　

上
記
は
弥
勒
信
仰
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
説
得

性
に
欠
け
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、『
宝
雨
経
』
が
武
則
天
そ
し
て
弥
勒
信

仰
と
密
接
で
あ
る
こ
と
を
先
行
研
究
の
説
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
そ

れ
は
大
西
磨
希
子
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
経
が
長
寿
二
年

（
六
九
三
（
九
月
に
漢
訳
さ
れ
、
武
則
天
の
即
位
に
関
連
し
て
そ
の
正
当
性
を
強
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固
に
す
る
典
籍
と
し
て
『
大
雲
経
疏
』
と
並
び
重
要
視
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る93

。

　

そ
も
そ
も
『
宝
雨
経
』
に
は
、
菩
提
流
志
訳
の
十
巻
本
の
ほ
か
に
異
訳
と
し
て

曼
陀
羅
仙
訳
『
宝
雲
経
』
七
巻
、
曼
陀
羅
仙
と
僧
伽
婆
羅
共
訳
『
大
乗
宝
雲
経
』

七
巻
、
法
護
訳
『
除
蓋
障
菩
薩
所
問
経
』
二
○
巻
、
の
計
四
訳
が
存
在
し
て
い

る94

。
さ
ら
に
こ
の
経
典
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
滋
野
井
恬
に
よ
り
菩
提
流
志
以
外

の
異
訳
と
は
異
な
る
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
は
月
光
天
子
に
対
す
る
世
尊
の
宣
言
内

容
に
関
わ
る
箇
所
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る95

。
す
な
わ
ち
滋
野
井
の
指
摘
に
よ

れ
ば
、
こ
の
宣
言
内
容
は
武
則
天
の
即
位
に
ま
つ
わ
る
事
柄
を
菩
提
流
志
が
意
図

的
に
『
宝
雨
経
』
漢
訳
の
際
に
挿
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
氏
の
指

摘
す
る
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　

①
涅
槃
後
の
第
四
の
五
百
年
中
の
仏
法
が
法
滅
し
よ
う
と
す
る
時
、（
南
（
瞻

部
洲
の
東
方
摩
訶
支
那
国
に
女
身
と
な
っ
て
現
わ
れ
自
在
主
と
な
り
、
②
阿
鞞
跋

致
と
輪
王
位
を
得
る
と
い
う
こ
と
、
③
王
位
を
継
承
す
る
時
は
国
土
中
に
山
が
湧

き
出
で
て
五
色
の
雲
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
、
④
覩
史
多
天
宮
に
詣
で
、
弥
勒

（
慈
氏
（
菩
薩
を
供
養
し
、
弥
勒
菩
薩
が
成
仏
す
る
時
に
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
の
授
記
を
得
る
と
い
う
こ
と96

、
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
四
点
の
内
容
と
武
則
天
の
事
績
と
照
合
す
る
と
、
本
経
が
翻
訳
当
時
、

武
則
天
が
女
帝
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
こ
と
と
照
応
し
、「（
天
（

（
冊
（
金
輪

聖
神
皇
帝
」
と
称
号
を
制
定
し
、
垂
拱
二
年
（
六
八
六
（
に
新
豊
県
の
東
南
に
山

が
涌
出
し
た
と
す
る
瑞
祥
と
合
致
し
、
武
則
天
が
弥
勒
の
下
生
で
あ
る
と
す
る
宣

伝
と
も
符
合
す
る
。

　

で
は
、
実
際
に
『
釈
論
』
序
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を
付
す
（
の
内
容
を
上
記
の

数
字
と
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
金
輪
東
方
せ
し
よ
り
自
来
（
こ
の
か
た
（、

威
門
の
区
に
応
ず
と
は
、
道
王
の
偈
に
先
冊
せ
り
。」97

と
あ
り
、
転
輪
（
金
輪
（

聖
王
が
即
位
す
る
と
き
に
は
東
方
に
現
れ
る
と
す
る
説
、
す
な
わ
ち
①
と
②
の
内

容
が
一
致
す
る
。
ま
た
、「
五
百
年
」
や
「（
南
（
贍
部
洲
」
や
「
金
輪
」
に
関
し

て
言
え
ば
、
別
な
箇
所
に
は
、「
未
来
八
万
に
し
て
輪
の
駕
、
東
に
及
び
、
過
去

五
百
に
し
て
覚
の
珠
、
南
に
至
ら
せ
る
を
以
て
な
り
。」98

と
あ
り
、
仏
滅
後
五
百

年
の
後
、
南
瞻
部
洲
の
東
方
よ
り
金
輪
が
出
現
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ

れ
も
①
の
内
容
を
意
識
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
他
に
も
『
釈
論
』
本
文
の
重

要
な
記
述
の
な
か
に
「
転
輪
聖
王
」
や
「
五
百
年
」
の
法
滅
句
が
確
認
で
き
る
た

め
、
同
論
の
作
者
が
武
則
天
の
思
想
を
受
容
し
て
い
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

続
け
て
『
釈
論
』
序
に
は
、「
朕
は
未
だ
詳
か
に
す
る
に
及
ば
ざ
る
も
、
金
輪

を
坤
の
上
に
出
し
、
妙
高
を
掌
の
内
に
入
れ
た
り
。」99

と
あ
り
、
朕
は
い
ま
だ
に

こ
の
奥
深
い
教
え
の
内
容
を
詳
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
金
輪
を

坤
（
中
国
（
の
上
（
中
国
の
占
法
で
八
卦
の
一
を
指
す
。
自
然
界
で
は
「
大
地
」、

人
で
は
「
皇
后
」
や
「
女
性
」
を
意
味
す
る
（
に
も
た
ら
し
、
そ
れ
は
妙
高
山
を

掌
中
に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
③
の
武
則
天
が
出
現
し
山
が
湧
き
出
た
と
す
る
説
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
い
る
と
見
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
金
輪
を
坤
の
上
に
出
し
」

や
「
妙
高
」
と
い
っ
た
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
法
が
中
国
の
地
に
興
隆
す
る
と
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い
っ
た
見
方
が
可
能
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
は
武
則
天
が
金
輪
聖
王
（
女
帝
（
と
し

て
君
臨
し
、
権
力
を
手
中
に
収
め
る
と
い
っ
た
内
容
を
彷
彿
と
さ
せ
る
こ
と
を
暗

示
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

最
後
の
箇
所
に
つ
い
て
は
先
に
引
用
し
た
「
弥
勒
」
と
「
服
膺
の
秘
軌
」
に
つ

い
て
説
く
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
誰
が
釈
迦
入
滅
の
無
仏
の
時
代
か
ら
弥
勒

下
生
の
間
に
秘
密
の
法
を
説
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
い
う
意
味
と
し
て
示
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
も
④
の
弥
勒
信
仰
を
想
定
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
か
ら
符
合
す
る

と
見
て
よ
い
と
考
え
る100

。
以
上
の
内
容
を
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、『
釈
論
』
は

『
八
十
花
厳
』
序
以
外
に
も
菩
提
流
志
訳
の
『
宝
雨
経
』
参
照
し
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
次
節
で
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
の
成
立
に
関
す
る
見

解
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
九
節
　『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
に
関
す
る
新
知
見
の
呈
示

　

ま
ず
、『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
最
も
有
力
と
さ
れ
て
き
た
学
説

を
紹
介
す
る
と
、『
起
信
論
』
の
注
釈
書
を
著
し
た
法
蔵
の
晩
年
か
ら
戒
明
が
日

本
に
同
論
を
請
来
す
る
間
、
す
な
わ
ち
八
世
紀
初
め
か
ら
後
半
頃
、
七
一
二
年
か

ら
七
七
九
年
と
さ
れ
て
き
た101

。
ほ
か
に
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
と
す
る

学
説
も
存
在
し
て
い
る102

。

　

し
か
し
、『
釈
論
』
序
の
成
立
は
序
の
内
容
が
『
八
十
花
厳
』
の
序
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
経
訳
出
以
後
、
す
な
わ
ち
六
九
九
年
以
降
と
見
る
の
が
妥

当
に
な
る
だ
ろ
う
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
一
般
的
に
序
の
性
格
は
、
本
文

部
分
の
成
立
し
た
後
に
論
旨
を
説
明
や
讃
歎
す
る
意
味
で
執
筆
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、『
釈
論
』
本
文
の
成
立
は
『
八
十
華
厳
』
の
序
と
本

文
の
漢
訳
完
成
の
時
期
と
か
な
り
近
い
、
重
な
る
頃
と
見
て
も
不
自
然
で
は
な
い

よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
れ
に
加
え
『
釈
論
』
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
法
蔵
の
『
義
記
』
を
撰
述

し
た
時
期
は
、
六
九
五
・
六
年103

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、『
釈
論
』
の
成
立
を

八
世
紀
以
前
と
見
た
と
し
て
も
違
和
感
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、『
釈

論
』
作
者
が
則
天
文
字
使
用
の
禁
止
令
が
発
布
さ
れ
た
以
後
、
意
図
的
に
使
用
し

た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
八
世
紀
初
め
か
ら
後
半
頃
の
成
立
と
見
て
も
不
思
議
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
序
の
成
立
が
本
文

以
降
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
、
石
山
寺
本
が
武
周
年
間
の
写
経
規
格
に
則
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
則
天

文
字
が
禁
止
さ
れ
る
以
前
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
七
〇
五
年
以
前
だ
と
推
察

す
る
。
従
来
、
考
え
ら
れ
て
き
た
七
一
二
年
説
よ
り
も
さ
か
の
ぼ
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か104

。

　

で
は
、『
釈
論
』
は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
成
立
し
た
の
か
。『
釈
論
』
の
注
釈
書

の
製
作
場
所
に
注
目
す
る
と
中
国
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る105

。
こ
の
他
に
、『
釈
論
』

を
初
め
て
引
用
す
る
典
籍
は
、
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
〜
八
四
一
（
の
『
円
覚
経
大

疏
釈
義
鈔
』106

や
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』107

や
『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』108

で
あ
っ
て
中
国

の
も
の
で
あ
る
。
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新
羅
成
立
説
を
支
持
す
る
学
説
の
根
拠
と
す
る
典
籍109

は
、
そ
の
大
半
が
九
世
紀

か
ら
一
〇
世
紀
に
か
け
て
朝
鮮
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、『
釈
論
』
成
立
後
の

か
な
り
時
間
が
経
過
し
た
状
況
の
中
で
し
か
窺
え
な
い
。
他
方
で
、
七
世
紀
後
半

に
中
国
で
成
立
と
さ
れ
る
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
を
は
じ
め
て
引
用
す
る
の
は

『
釈
論
』
で
あ
り
、『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
は
道
教
思
想
を
説
く
典
籍
で
あ
る110

。

　

で
は
、
作
者
が
何
者
で
あ
る
か
は
、
元
暁
の
『
金
剛
三
昧
経
論
』
に
よ
る
影
響

に
つ
い
て
触
れ
た
石
井
説
を
再
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。『
釈
論
』
作
者
が
い
か

に
し
て
新
羅
典
籍
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
が
論
点
と
な
る
。
元
暁
が
入

唐
し
て
い
な
い
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
り
、
当
然
、『
金
剛
三
昧
経
論
』
も
新

羅
に
お
い
て
著
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
と
朝
鮮
に
お
け
る
典
籍
の
流
通

の
状
態
を
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
。

　

そ
れ
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
情
報
と
し
て
、
元
暁
の
『
起
信
論
疏
』
や
『
大

乗
起
信
論
別
記
』
が
法
蔵
の
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
製
作
に
大
き
く
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る111

。
し
た
が
っ
て
典
籍
の
交
流
の
歴
史
が
あ
る

の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、『
釈
論
』
が
参
照
し
た
と
さ
れ
る
『
金
剛
三
昧
経
論
』

が
中
国
に
渡
っ
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
の
学
説
と
筆
者
が
考
え
る
成
立
地
と
作
者
に
つ
い
て
系
統
別
に
整
理
し
た

い
。

成
立
地

作　
　
　

者

備　
　
　

考

Ａ
中
国

中
国
人

伝
統
説

Ｂ
中
国

新
羅
人
（
非
中
国
人
（
関
説

Ｃ
朝
鮮

新
羅
人
（
非
中
国
人
（
石
井
説
と
佐
藤
説

Ｄ
朝
鮮

中
国
人

　

こ
の
中
で
Ａ
は
伝
統
説
で
あ
る
。
こ
の
伝
統
説
に
対
し
て
石
井
は
Ｃ
を
説
い
た

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
佐
藤
説
も
同
じ
範
疇
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ

ま
で
の
検
討
の
結
果
か
ら
も
、
武
則
天
と
の
関
係
を
考
え
る
と
Ｃ
に
は
問
題
が
あ

る
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
文
体
の
問
題
か
ら
中
国
人
の
撰
述
と
は
考
え
ら
れ
な

い
部
分
が
あ
る
の
で
、
筆
者
は
Ｂ
の
可
能
性
が
高
い
の
で
は
と
考
え
る
。
す
な
わ

ち
、
Ａ
を
支
持
し
た
い
の
だ
が
、
Ｂ
の
石
井
説
と
佐
藤
説
の
主
張
も
考
え
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
現
段
階
で
は
や
は
り
Ｂ
説
を
採
り

た
い
。

ま
と
め

　

本
研
究
に
お
い
て
知
り
得
た
情
報
を
ま
と
め
る
こ
と
で
結
論
と
し
た
い
。
本
研

究
を
通
し
て
少
な
く
と
も
『
釈
論
』
序
の
作
者
は
、
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
花
厳
』

訳
出
の
状
況
を
把
握
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
元
暁
や
法
蔵
の
典

籍
も
参
照
で
き
る
環
境
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
の
存
在
を

も
熟
知
し
て
い
た
と
い
え
る
。
何
よ
り
も
上
記
の
訳
出
の
環
境
に
は
武
則
天
と
い

う
人
物
の
意
向
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
こ
と
は
『
釈
論
』
序
や
本
文
に
見
出
せ
る
記
述
に
大
い
に
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
偶
然
の
一
致
と
は
思
え
な
い
。『
釈
論
』
序
な
ら
び
に
本
文

の
作
者
は
、
武
則
天
に
よ
る
政
治
情
勢
を
よ
く
理
解
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
序
の
作
者
と
本
文
の
作
者
は
、『
釈
論
』
の
造
論
に
関
す
る
馬

鳴
と
龍
樹
の
関
係
や
、
同
論
が
主
張
し
た
い
事
柄
を
押
さ
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も

同
一
人
物
か
、
か
な
り
近
し
い
者
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る112

。
加
え
て
、
石
山

寺
本
が
唐
の
武
則
天
の
時
代
の
『
釈
論
』
を
書
写
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
点
も
考

慮
す
れ
ば
、
中
国
成
立
の
補
強
材
料
に
成
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
筆
者
は
、『
釈
論
』
の
成
立
を
六
六
九
年
か
ら
、
則
天
文
字
の
使
用
が
禁
止

さ
れ
る
以
前
の
七
〇
五
年
頃
の
間
と
考
え
る
。

　

本
研
究
で
は
、
従
来
、
成
立
年
代
や
成
立
地
に
つ
い
て
ま
と
め
て
論
じ
ら
れ
て

こ
な
か
っ
た
『
釈
論
』
成
立
に
関
す
る
資
料
が
、
中
国
に
多
く
見
出
さ
れ
、
成
立

時
期
に
つ
い
て
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
め
を
指
摘
で
き
た
と
思
う
。『
釈
論
』

が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
年
代
や
成
立
地
に
つ
い
て
再
検
討
を
迫
る
に
は

一
定
の
知
見
を
呈
示
で
き
た
の
で
は
と
考
え
る
。

注1 

本
稿
は
拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情　

─
序
の
記
述
と
武
則
天
と
則
天
文

字
─
」（『
密
教
学
研
究
』
五
〇
、二
〇
一
八
年
（
と
「
菩
提
流
志
訳
『
宝
雨
経
』
と

『
釈
摩
訶
衍
論
』　

─
武
則
天
に
関
す
る
記
述
を
中
心
に
─
」（『
印
仏
研
』

二
〇
二
〇
年
掲
載
予
定
（
の
内
容
に
基
づ
い
て
お
り
、
原
稿
作
成
の
際
に
削
除
し

た
箇
所
や
脚
注
、
新
た
に
得
ら
れ
た
成
果
な
ど
を
加
筆
修
正
し
た
最
新
版
で
あ
る
。

2 

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊

行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
（、
同
著
『
華
厳
思
想

の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
（
の
論
考
が
提
出
さ
れ
て
以
後
、
石
井
説
に
対

す
る
見
解
は
、
わ
ず
か
に
遠
藤
純
一
郎
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成
立
説
に
関
す
る

考
察
」（『
智
山
学
報
』
四
五
、一
九
九
六
年
（
が
あ
る
。
し
か
し
、
遠
藤
説
で
は
石

井
説
の
妥
当
性
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
り
、『
釈
論
』
が
中
国
成
立
で
あ
る
根
拠
や

事
情
に
つ
い
て
、
武
則
天
や
則
天
文
字
、
写
本
と
の
比
較
、『
華
厳
経
』
や
『
宝
雨

経
』
や
密
教
典
籍
等
と
の
関
係
を
材
料
に
検
討
を
加
え
て
は
い
な
い
。
こ
の
他
の

見
解
も
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い
。

3 

中
村
正
文
（
本
然
（『
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
問
題
に
つ
い
て
』（『
印
仏
研
』
三
四
─

二
、一
九
八
六
年
（

4 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
上
（
因
み
に
「
天
冊
」
の
字
に
つ
い
て

校
合
本
を
見
る
と
、
石
山
寺
本
と
高
野
本
に
は
「

回
」
と
あ
る
と
さ
れ
る
。

5 

望
月
信
享
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
五
三
頁
（

6 

塚
本
賢
暁
編
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
一

頁
（

7 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』（
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
一
六

頁
（

8 

柏
木
弘
雄
『『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
、

一
五
五
頁
（

9 

塚
本
賢
暁
『
国
訳
密
教
』「
論
釈
部
二
」（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
一

─
二
頁
（・
柏
木
弘
雄
『『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九

年
（
を
参
考
と
し
た
。

10 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
上
─
中
（

11 

塚
本
賢
暁
編
『
国
訳
密
教
』
論
釈
部
二
（
国
訳
密
教
刊
行
会
、
一
九
二
一
年
、
二

頁
（・
柏
木
弘
雄
『『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
読
む
』（
真
言
勧
学
之
会
、
一
九
九
九
年
（

を
参
考
と
し
た
。

12 
西
林
昭
一
・
鶴
田
一
雄 

「
隋
・
唐
」（『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
、
雄
山

閣
、
一
九
九
三
年
（

13 

『
書
跡
名
品
叢
刊
・
第
八
回
配
本
＝
唐
・
則
天
武
后　

昇
仙
太
子
碑
』（
二
玄
社
、
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一
九
五
九
年
、
三
・
六
頁
を
転
写
し
た
（

14 

『
大
雲
経
』
と
武
則
天
の
関
係
に
つ
い
て
は
鎌
田
茂
雄
の
詳
し
い
研
究
が
あ
る
の
で

そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。（
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
八
年
、
一
〇
七
頁
─
一
四
九
頁
（

15 

『
大
周
刊
定
衆
経
目
録
』（
大
正
蔵
五
五
、四
七
五
頁
上
（

16 

こ
の
目
録
に
あ
る
目
的
が
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、武
周
時
代
に
訳
出
さ
れ
た
密
教
典
籍
に
は
道
教
の
符
を
説
く
も
の
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（
長
部
和
雄
「
則
天
武
后
時
代
の
密
教
」『
密
教
文
化
』一
一
一
、

一
九
七
五
年
（。

17 

楊
婷
婷
「『
大
般
若
経
』
の
欠
筆
と
則
天
文
字
」（『
い
と
く
ら
』
一
〇
、二
〇
一
五

年
、
三
─
四
頁
（

18 

西
林
昭
一
・
鶴
田
一
雄 

「
隋
・
唐
」（『
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
書
芸
術
全
集
』
六
、
雄
山

閣
、
一
九
九
三
年　

八
四
─
八
五
頁
（

19 

森
田
竜
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
藤
井
佐
兵
衛
、
一
九
三
五
年
、
七
四
八
─

七
四
九
頁
（

20 

楊
婷
婷
「『
大
般
若
経
』
の
欠
筆
と
則
天
文
字
」（『
い
と
く
ら
』
一
〇
、二
〇
一
五

年
、
三
─
四
頁
（

21 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
〇
頁
（

22 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
一
頁
（

23 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
一
頁
（

24 

内
藤
乾
吉
「
大
方
広
仏
花
厳
経
巻
第
八
（
解
説
（」（『
書
道
全
集
』
第
二
十
六
、
中

国
一
五
、
平
凡
社
、
一
九
六
七
年
、
一
八
八
頁
（。
蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』

（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
三
頁
（。

25 

少
な
く
と
も
、
則
天
文
字
が
載
初
元
年
（
六
八
九
（
に
制
定
さ
れ
て
以
降
、「
昇
仙

太
子
碑
」
執
筆
以
前
に
は

＝
天
の
字
を
用
い
た
記
録
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。

26 

森
田
竜
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
藤
井
佐
兵
衛
、
一
九
三
五
年
、
七
四
六
─

七
四
九
頁
（

27 

高
崎
直
道
・
柏
木
弘
雄
校
注
『
仏
性
論
・
大
乗
起
信
論
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
〇
五

年
、
七
六
六
─
七
六
九
頁
（

28 

『
華
厳
経
伝
記
』（
大
正
蔵
五
一
、一
五
五
頁
上
─
中
（、
智
昇
撰
『
開
元
釈
教
録
』

（
大
正
蔵
五
五
（
に
も
同
様
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。

29 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
一
〇
、一
頁
上
（

30 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
─
二
九
三

頁
（

31 

小
島
岱
山
「『
八
十
華
厳
経
』
漢
訳
原
典
研
究
序
説
」（
塩
入
良
道
先
生
追
悼
論
文

集
刊
行
会
『
天
台
思
想
と
東
ア
ジ
ア
文
化
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林
、
一
九
九
一

年
、
三
四
一
頁
─
三
四
五
頁
（

32 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
一
〇
、一
頁
上
─
中
（

33 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
一
頁
下
─
五
九
二
頁
中
（

34 

『
釈
論
』
序
の
作
者
が
『
八
十
華
厳
経
』
以
外
（『
宝
雨
経
』
を
除
く
（
を
参
照
し

て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

『
八
十
花
厳
』
を
訳
出
し
た
実
叉
難
陀
訳
の
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
の
序
に
は
作
者
を

「
御
製
」
と
記
し
て
い
る
（
大
正
蔵
一
六
、五
八
七
頁
上
─
中
（。
し
か
し
最
初
の
文

の
出
だ
し
は
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、
後
半
部
分
を
見
る
と
言
い
回
し
や

表
現
上
の
用
語
の
類
似
性
は
そ
れ
ほ
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
宋

の
宝
臣
の
『
注
大
乗
入
楞
伽
経
』（
大
正
蔵
三
九　

四
三
三
下
─
四
三
四
上
（
に

は
、
序
の
作
者
を
「
天
冊
金
輪
聖
神
皇
帝
製
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も

『
八
十
花
厳
』
の
序
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

35 

前
者
は
『
釈
論
』
が
所
依
と
す
る
百
種
の
典
籍
の
一
つ
と
し
て
経
題
の
み
記
さ
れ

て
い
る
。
後
者
で
は
現
存
す
る
典
籍
と
は
一
致
す
る
説
は
確
認
で
き
な
い
が
教
証

（
架
空
経
典
（
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
『
釈
論
』
の
中
心
思
想
で

あ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
に
対
す
る
属
性
を
最
上
と
す
る
際
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。

36 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷　

─
仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流
─
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
二
─
三
〇
三
頁
（

37 
柏
木
弘
雄
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
構
想
」（
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
イ
ン

ド
学
仏
教
学
論
集
』
春
秋
社
、
一
九
八
七
、五
〇
七
─
五
〇
八
頁
（

38 

那
須
政
隆
『
弁
顕
密
二
教
論
の
解
説
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
二
〇
〇
二
年
、
九
四
─

九
五
頁
（

39 

金
知
姸
（Jiyun K

im

（「D
istribution and Preservation of the　

Shi 
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bria Press.)

、
金
は
『
釈
論
』
の
諸
本
（
断
簡
も
含
む
（
の
種
類

を
整
理
し
比
較
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
よ
れ
ば
敦
煌
本
（
第
八
巻
の
断
簡
（、
石
山

寺
本
（
第
五
巻
ま
で
（、
房
山
石
経
本
、
高
麗
本
、
東
大
寺
本
、
高
野
山
本
、
大
谷

大
本
、
身
延
山
大
本
、
大
日
本
校
訂
大
蔵
経
本
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
本
等
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
諸
本
の
系
統
を
分
類
し
て
い
る
。
氏
の
検
討
は
『
釈
論
』
全
一
〇

巻
に
わ
た
る
テ
キ
ス
ト
全
体
を
比
較
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
字
の
異
同
や
諸

本
が
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
書
写
し
た
の
か
を
知
る
上
で
有
用
で
あ
る
。

40 

鷲
尾
隆
輝
監
修
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
一
五
頁
（

41 

文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
た
。http://bunka.nii.

ac.jp/db/heritages/detail/189286

42 

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
著
『
石
山
寺
の
研
究　

─
一
切
経
編
─
』（
法
蔵

館
、
一
九
七
八
年
、
八
四
四
頁
、
九
一
四
頁
、
石
山
寺
重
書
類
一
七
号
一
（

43 

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
著
『
石
山
寺
の
研
究　

─
一
切
経
編
─
』（
法
蔵

館
、
一
九
七
八
年
、
八
四
四
頁
、
九
一
四
頁
、
石
山
寺
重
書
類
一
七
号
一
（

44 

本
来
な
ら
ば
、
石
山
寺
本
の
『
釈
論
』
序
の
全
文
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、

許
可
申
請
中
の
た
め
転
載
す
る
刊
本
を
石
山
寺
本
の
情
報
を
も
と
に
、
当
該
本
を

底
本
と
し
て
流
布
し
た
と
判
断
さ
れ
る
資
料
と
し
て
あ
げ
た
い
。
今
後
、
大
正
蔵

収
載
の
『
釈
論
』
と
の
詳
細
な
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
の
異
同
や

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

45 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷　

─
仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流
─
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
、
三
〇
八
─
三
一
一
頁
（

46 

房
山
石
経
の
『
釈
論
』
の
拓
本
は
中
村
本
然
氏
所
蔵
の
も
の
を
借
覧
し
転
写
し
た
。

高
野
版
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し

た
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2575094?tocO

pened=1

47 

「
房
山
石
経
（
遼
金
刻
経
（
所
載
石
経
総
目
録
」（『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
京
都

大
学
学
術
出
版　

、
一
九
九
六
年
、
四
七
七
頁
（（
を
参
照
さ
れ
た
い
。

48 

鷲
尾
隆
輝
監
修
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
年
、
一
五
頁
（

49 

蔵
中
進
『
則
天
文
字
の
研
究
』（
翰
林
書
房
、
一
九
九
五
年
、
二
九
〇
─
二
九
七

頁
（

50 

森
田
竜
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
藤
井
佐
兵
衛
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
─

七
九
一
頁
（

51 

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊

行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
六
二
頁
（

52 

佐
藤
厚
「
新
羅
華
厳
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
一
つ
の
手
が
か
り
」

（『
東
洋
学
研
究
』
四
四
、二
〇
〇
七
年
、
一
一
七
頁
（

53 

水
野
弘
元
「
菩
提
達
摩
の
二
入
四
行
説
と
金
剛
三
昧
経
」（『
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
』

一
三
、一
九
五
五
年
（

54 

木
村
宣
彰
「
金
剛
三
昧
経
論
の
真
偽
問
題
」（『
仏
教
学
研
究
』
一
八
─
二
、

一
九
八
六
年
（

55 

森
田
竜
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
藤
井
佐
兵
衛
、
一
九
三
五
年
、
七
九
〇
─

七
九
二
頁
（

56 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
一
頁
─
三
八
三

頁
（

57 

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集
刊

行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
年
、
三
五
五
頁
（

58 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
六
八
頁
上
（

59 

拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
衆
生
心
解
釈
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』

二
五
、二
〇
一
六
年
（

60 

遠
藤
純
一
郎
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
新
羅
成
立
説
に
関
す
る
考
察
」（『
智
山
学
報
』

四
五
、一
九
九
六
年
、
九
九
頁
（

61 

『
大
記
』
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
厚
「
義
湘
系
華
厳
思
想
に
お
け
る
無
住
」（『
印
仏

研
』
四
七
─
二
、一
九
九
九
年
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。

62 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
〇
五
頁
上
（

63 

『
法
界
図
記
叢
髄
録
』（
大
正
蔵
四
五
、七
六
二
頁
中
（

64 
『
法
界
図
円
通
記
』（
韓
国
仏
教
全
書
四
、三
四
頁
上
（

65 
仏
馱
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
九
、四
四
九
頁
下
（

66 
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
蔵
一
〇
、八
九
頁
上
（

67 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二　

六
〇
八
頁
中
（
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68 
佐
藤
厚
「
儀
礼
文
献
と
し
て
の
『
一
乗
法
界
図
』」（『
専
修
人
文
論
集
』

一
〇
三
、二
〇
一
八
年
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。

69 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、
①
六
三
七
頁
中
、
②
六
三
六
頁
中
、
③
六
二
三

頁
中
・
六
二
四
頁
中
・
六
二
七
頁
下
（

70 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
六
〇
頁
上
（

71 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
六
一
頁
中
（

72 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
六
一
頁
下
（

73 

望
月
信
享
『
大
乗
起
信
論
之
研
究
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
二
年
、
二
五
三
頁
（

74 

森
田
竜
僊
『
釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』（
藤
井
佐
兵
衛
、
一
九
三
五
年
、
七
四
六
─

七
四
九
頁
（

75 

那
須
政
隆
『
釈
摩
訶
衍
論
講
義
』（
成
田
山
新
勝
寺
、
一
九
九
二
年
、
九
─
一
〇

頁
（

76 

石
井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
七
一
頁
（

77 

末
木
文
美
士
「
東
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
周
縁
仏
教
─
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
流
伝
を

中
心
に
─
」（『
한
국
불
교
문
헌
의

한
국
불
교
문
헌
의 

정
본
화
와

정
본
화
와 

확
장
성

확
장
성
』
동
국
대
학
교

동
국
대
학
교 

二
〇
一
七

년년 

추
계
추
계 

국
제
학
술
대
회

국
제
학
술
대
회
、
一
九
四
頁
（、
末
木
は
「
こ
れ
ら
の
呪
は
、
通
常
見
か

け
な
い
も
の
で
、
し
か
も
普
通
の
漢
字
に
な
い
特
殊
な
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
ま
た
、『
釈
論
』
の
特
徴
で
あ
る
。
本
書
の
『
起
信
論
』
解
釈
が
、
た
と
え

本
文
を
離
れ
た
独
自
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
顕
教
的
な
理
論
の
枠
に
収
ま
る
の
に

対
し
て
、
こ
こ
で
は
実
践
と
し
て
密
教
の
要
素
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
点
で
、
本
書
は
ま
さ
し
く
顕
密
融
合
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
」
と
分
析
し

て
い
る
。

78 

『

𡇪𡇪
大
道
心
駈
策
法
』（
大
正
蔵
二
〇
（

79 

長
部
和
雄
「
則
天
武
后
時
代
の
密
教
」（『
密
教
文
化
』
一
一
一
、一
九
七
五
年
（
を

参
照
さ
れ
た
い
。

80 

『

𡇪𡇪
大
道
心
駈
策
法
』（
大
正
蔵
二
〇
、六
五
三
頁
下
（

81 

『

𡇪𡇪
大
道
心
駈
策
法
』（
大
正
蔵
二
〇
、六
五
三
頁
上
・
六
五
四
頁
上
・
六
五
四
頁

下
（

82 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二　

六
五
七
下
─
六
五
八
上
（

83 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
五
六
頁
中
─
下
（

84 

遠
藤
純
一
郎
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

─
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る

字
輪
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
五
一
、二
〇
〇
二
年
、
七
三
頁
（、
中
村
本
然

「『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
修
行
論
─
特
に
止
観
を
中
心
と
し
て
─
」（『
智
山
学

報
』
六
六
、二
〇
一
七
年
、
二
〇
二
─
二
〇
三
頁
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。
高
野
山
の

学
匠
、
宥
快
（
一
三
四
五
〜
一
四
一
六
（
は
著
書
『
釈
摩
訶
衍
論
鈔
』
中
「
修
定

の
行
者
、
胸
臆
に
溢
字
輪
を
観
ず
る
義
を
明
か
す
。
服
膺
と
は
膺
（
む
ね
（
に
服

（
つ
く
（
と
訓
む
べ
し
。
方
寸
処
と
は
胸
に
当
て
る
な
り
」（『
続
真
言
宗
全
書
』

一
〇　

一
二
二
七
頁
下
─
一
二
二
八
頁
上
（
と
説
い
て
い
る
。

85 

遠
藤
純
一
郎
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
密
教(

そ
の
一) 

─
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
於
け
る

字
輪
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
五
一
、二
〇
〇
二
年
、
五
四
頁
・
八
一
頁
・
八
五

頁
（

86 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
上
（

87 

拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の　

─
架
空
経
典
を
中
心
に
─
」

（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
七　

二
〇
一
七
（

88 

阿
地
瞿
多
訳
『
陀
羅
尼
集
経
』
の
他
に
達
磨
栖
那
訳
『
大
妙
金
剛
大
甘
露
軍
拏
利

焰
鬘
熾
盛
仏
頂
経
』（
大
正
蔵
一
九
、三
四
一
頁
下
（、
伽
梵
達
摩
訳
『
千
光
眼
観
自

在
菩
薩
秘
密
法
経
』（
大
正
蔵
二
〇
、一
二
三
頁
中
（
が
確
認
で
き
た
。

89 

佐
々
木
大
樹
「『
陀
羅
尼
集
経
』
─
初
期
密
教
の
諸
尊
・
陀
羅
尼
を
統
合
す
る
経

典
」（
高
橋
尚
夫
・
木
村
秀
明
・
野
口
圭
也
・
大
塚
伸
夫
編
『
初
期
密
教
─
思
想
・

信
仰
・
文
化
』
春
秋
社
、
二
〇
一
三
、五
七
─
六
八
頁
（

90 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
五
九
頁
上
（

91 

『
陀
羅
尼
集
経
』（
大
正
蔵
一
八
、八
七
一
頁
中
（

92 

『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、六
五
六
頁
下
（

93 

大
西
磨
希
子
『
唐
代
仏
教
美
術
史
論
攷　

─
仏
教
文
化
の
伝
播
と
入
唐
交
流
─
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
九
八
頁
（

94 
鎌
田
茂
雄
他
編
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、

一
九
九
頁
（

95 

滋
野
井
恬
「
宝
雨
経
を
め
ぐ
る
若
干
の
考
察
」（『
印
仏
研
』
二
〇
─
一
、一
九
七
一

年
（

96 

『
仏
説
宝
雨
経
』（
大
正
蔵
一
六
、二
八
四
頁
中
─
下
（、
滋
野
井
恬
「
宝
雨
経
を
め



46

ぐ
る
若
干
の
考
察
」（『
印
仏
研
』
二
〇
─
一
、一
九
七
一
年
（
を
参
考
と
し
た
。

97 
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
上
（

98 
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
上
（

99 
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
蔵
三
二
、五
九
二
頁
中
（

100 

崔
琮
錫
「
弥
勒
信
仰
の
新
羅
的
受
容
と
変
容　

─
龍
神
、
花
郎
、
瞻
星
台
と
弥
勒

信
仰
─
」（『
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集
』
五
、二
〇
一
七
年
（
崔
の
指
摘
し
て
い
る

通
り
、
新
羅
仏
教
に
お
い
て
も
弥
勒
信
仰
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
釈
論
』

の
場
合
、
序
に
の
み
弥
勒
信
仰
が
確
認
で
き
、
本
文
に
は
確
認
で
き
な
い
。

101 

柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
九
頁
（、
石

井
公
成
『
華
厳
思
想
の
研
究
』（
春
秋
社
、
一
九
九
六
年
、
三
六
二
頁
（、
遠
藤
純

一
郎
「
三
十
三
法
門
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
四
四
、一
九
九
五
年
、
八
一
頁
（

に
詳
し
い
。

102 

水
野
弘
元
監
修
『
新
・
仏
典
解
題
事
典
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
年
、
一
五
八
頁
（、

鎌
田
茂
雄
監
修
『
一
切
経
開
題
辞
典
』（
大
東
出
版
社 

、
二
〇
〇
二
年
、
六
八
頁
（。

103 

吉
津
宜
英
「
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
研
究
─
そ
れ
以
前
の
諸
注
釈
書
と
の

比
較
を
通
し
て
─
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
一
、一
九
八
〇
年
、
一
四
八

頁
（

104 

金
知
姸
「
인
용
경
전
에

인
용
경
전
에 

근
거
한

근
거
한 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
의의
」（『
불
교
학
연
구

불
교
학
연
구
』
제제
四
五

호호
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
五
頁
（
金
は
『
釈
論
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
、「
ま
た

『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
密
教
的
な
性
向
を
示
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
無
畏
、

金
剛
智
が
翻
訳
し
た
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
誦
経
』
を
引
用
し

て
お
ら
ず
、
彼
ら
の
思
想
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
基
づ
い
て
、
善

無
畏
（
七
一
六
（、
金
剛
智
（
七
一
九
（
の
入
唐
前
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

105 

中
村
本
然
「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（『
仏
教
研
究
の
諸
問
題
』

山
喜
房
、
一
九
八
七
年
（
に
詳
し
い
。

106 

『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』（
卍
続
蔵
経
一
四
、八
九
六
頁
上
（

107 

『
円
覚
経
略
疏
鈔
』（
卍
続
蔵
経
五
一
、三
八
七
頁
中
（

108 

『
華
厳
経
行
願
品
疏
鈔
』（
卍
続
蔵
経
七
、八
五
三
頁
上
（

109 

新
羅
成
立
説
の
典
籍
は
『
金
剛
三
昧
経
』、『
金
剛
三
昧
経
論
』、『
法
界
図
円
通
記
』、

『
法
界
図
記
叢
髄
録
』
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

110 

『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
、
四
六
八
頁
（、
中
村
正

文
（
本
然
（「『
大
宗
地
玄
文
本
論
』
に
つ
い
て　

─
特
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
の

関
係
を
中
心
と
し
て
─
」（『
印
仏
研
』
三
七
─
二
、一
九
八
九
年
、
六
三
〇
─

六
三
三
頁
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
最
近
、
新
羅
文
献
で
あ
る
と
す
る
指
摘
も

あ
る
。
石
井
公
成
「
新
羅
成
立
の
諸
経
論
」（『
仏
教
学
報
』
九
二
、二
〇
二
〇
年
（

111 

吉
津
宜
英
「
法
蔵
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
の
研
究
─
そ
れ
以
前
の
諸
注
釈
書
と
の

比
較
を
通
し
て
─
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
一
一
、一
九
八
〇
年
、
一
八
四

頁
（

112 

『
釈
論
』
が
真
諦
訳
『
起
信
論
』
を
注
釈
し
て
お
り
、
実
叉
難
陀
訳
『
起
信
論
』
を

用
い
て
い
な
い
。
そ
う
な
る
と
実
叉
難
陀
訳
で
あ
る
『
八
十
花
厳
』
と
『
釈
論
』

と
の
関
係
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
す
で
に
先
行
研
究

に
お
い
て
、
実
叉
難
陀
と
真
諦
と
の
関
係
に
つ
い
て
疑
念
が
唱
え
ら
れ
て
い
る

（
柏
木
弘
雄
『
大
乗
起
信
論
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
、
二
七
五
頁
─

二
七
六
頁
（。

キ
ー
ワ
ー
ド

釈
摩
訶
衍
論　

成
立
事
情　

華
厳
思
想　

武
則
天　

則
天
文
字


